
Ⅲ.理学部関係 

１．各学科の紹介 

数 理 学 科 

まえがき 

数学は自然科学の発展に不可欠な学問であり，

近頃では社会科学にも重要な貢献を果たすよう

になった。また，数学はギリシャ以来の人間の

知性の最高の産物のひとつとして，芸術にも通

ずる面をもっている。実際，数学の魅力は発見

の喜びとともに理論の美しさにもある。 

高等学校までの数学の勉強は，教科書に書い

てある定理を理解し，与えられた練習問題を解

くことが目的である。それは，先達が開墾し，

充分に舗装された道をまっすぐに歩むことにも

似ている。途中で雄大な光景に遭遇し感銘を受

けることもあるだろうが，それらはすべて準備

されたものである。 

数学の創造活動とは，誰も踏み込んだことの

ない荒野に道を切り開くことに例えることがで

きよう。そして，理学部数理学科で教える数学

は時代とともに変わり新しくなっていく。その

中には教員自身の努力によって見いだされた定

理もあろう。そしてこれを学ぶ学生の側にも，

積極的に創造に参加する態度が要求される。 

数学はその発展が進むとともに，細分化，専門

化が著しくなるように見えるがそうではない。

高度に専門化された個々の分野同士の間に思い

がけない相互関係が見いだされ，それが新たな

学問の発展を促すことが多い。これは数学の内

部だけに限らず，数学とそれ以外の分野につい

ても同様で，数学が他分野に貢献したり，逆に

他分野からの刺激を受けて数学が新たに進歩し

ている。 

それは数学の持つ，“本質を取り出して論ず

る”という性格に依っており，分野の特殊性を

取り除いて本質に注目すれば，数学の問題とし

て統一的に論じられるのである。それゆえ，現

代に生きる数学者は，研究室に閉じこもり，机

に向かっての暗中模索をしているだけではなく，

周辺領域の研究者との接触を密にし，どのよう

な研究が進行しつつあるかを常に把握しながら

仕事を進めている。 

 

 

数理学科のカリキュラム 

数学は体系的な学問である。諸科学と比した 

とき数学の有するもっとも大きな特徴の一つが 

これである。少数の公理から出発し論理的演繹 

により定理を証明する数学のスタイルに，この 

特徴は最も顕著である。あるいは，高校で学習 

するはずの数学を知らずして決して大学で教え 

られる数学を理解し得ないこともその証左とし 

て挙げられよう。数理学科におけるカリキュラ 

ムも数学のこの特徴を十分配慮し構成されてい 

る。しかもこれらの科目は第一線で活躍する研 

究者でもある教員によって教えられる。一方， 

４年に進級すると卒業研究が開始される。何と 

言ってもこれが数理学科における学習のハイラ 

イトである。少数の学生がアドバイザー教員の 

指導の下，自立的に学習を進めていく。この緊 

張感溢れる場での経験を通じ，諸君は計り知れ 

ないほど多くのものを会得するであろう。 

数理学科の教育の基本理念は「数理的能力を

基礎として，自ら調べ，自ら考え，自ら発見し

ていく自立的な学生を育てる」ことにある。学

生の皆さんは，自主的に講義受講その他の学習

計画を立て，それを実行し，その結果を報告す

る。数理学科と教員は，そのような学生の自主

的な学習計画に対して，積極的な支援と，アド

バイスを惜しまない。そのような学習支援の一

環として，教員は毎週一定の曜日，時間帯にオ

フィス・アワーを設けて，学生からの質問に答

えるようにしている。特に４年卒業研究の指導

教員は学生のアドバイザーとして，学習に関す

るアドバイスだけでなく，将来の進路について

も相談に乗る。 

また，学生の皆さんが学習到達度を知る指針 

として，開講される全ての講義などに「レベル」 

が与えられている。これによって，その講義等 

のレベルが理系学生の基礎知識として必須の事 

柄であるのか，数学を学ぶ上で共通の基礎とな 

る事柄であるのか，等々をあらかじめ知ること 

が出来る。 
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数理学科教育プログラム概要 
 
コア・カリキュラムとは 

各講義で扱われる必要最低限の内容を定めるものとして，コア・カリキュラムの考え方が導入されて 
います。 
 
レベル 1 現代数学基礎A,B,C，代数学要論,幾何学要論，解析学要論 
レベル 2 代数学続論,幾何学続論,解析学続論 
 
をコア科目として指定し，そこで講義される内容を確定しました。 
 
レベルとは 
学生の目標と学習状況の多様性に対応するため，数理学科(学部)と多元数理科学研究科(大学院)の教育

プログラムに一貫した「レベル」という分類が導入されています。これにより，従来の「学部」，「前
期課程」，「後期課程」という分け方を超えて，それぞれの学生が，自分の目標と学習状況に応じて柔
軟に学習に取り組めるようにしました。 
 
理学部数理学科の講義の流れ 

理学部 1年,  数理学科(2年〜4年)を通して学部の 4年間でどのように数学を学んでいくかを解説し 
ます。 
 

1年(レベル 0) 
現代数学の基礎となる実数関数の微積分およびベクトル空間と線形写像について, 特に例や具体的な

計算を中心として学びます。 これにより計算力を高めるとともに,  数学についての「正しい感覚」を
養成します。できるだけ多くの演習問題に積極的に取り組んでおくことが, 数学を理解する上で大きな
助けになります。 
春学期科目 

科目名 内容 単位 区分 
微分積分学 I 極限と連続性・1 変数関数の微積分 必 2 理基 

線形代数学 I 線形代数の基礎 必 2 理基 

数学展望 I 現代数学の考え方を例を挙げて解説 選 2 専基 

数学演習 I 大学数学への入門を目的とする演習 選 2 専基 
秋学期科目 

科目名 内容 単位 区分 

微分積分学 II 多変数関数の微積分 必 2 理基 

線形代数学 II 春学期に引き続き，線形代数の基礎を学習 必 2 理基 

数学展望 II 現代数学の考え方を例を挙げて解説 選 2 専基 

数学演習 II 大学数学への入門を目的とする演習 選 2 専基 
 

※ この表は数理学科の講義の流れを示すためのものです。 詳細はウェブページ,シラバス等を参照して
ください。（以下，同様）また、卒業要件に関して、教養教育院が発行している全学教育科目履修の
手引 STUDENTS’ GUIDE 内の［履修に関する注意事項］も熟読してください。 

 
2年(レベル 1) 
いよいよ数理学科での学習が始まります。2 年春学期は「数理学科新入生」として最も大切な時です。

これから 4年までの数理学科の学習において欠かすことができない現代数学の基本的な知識と考え方を
全員が確実に身に付けられるように，講義と演習は特にていねいに行われます。1 年生の時に，自分は
数学に向いていないかも，と思っている人も，数学を「一から」学び始めることができるので心配はい
りません。1 年を通して，解析学(微積分)と線形代数を，集合と写像による現代的な数学の枠組みにし
たがって再び学び直します。さらに，複素数の間の微分可能な「複素関数」，空間の「つながり」を表す
概念である「位相」など，全く新しい概念について学びます。新しい概念を学ぶときには常に努力と忍
耐が必要ですが，これらを学んだ後には，「現代数学の姿」がだんだんとおぼろげながら見えてくるは
ずです。  
春学期科目 

科目名 内容 単位 区分 
複素関数論 複素関数の微積分 必 2 理基 

現代数学基礎 AI 集合と写像 必 4 専基 

現代数学基礎 BI 線形代数 必 4 専基 

現代数学基礎 CI 1 変数微分積分 必 4 専基 

数学演習 III・IV 複素関数論,現代数学基礎AI,BI,CIの演習 必 各 2 専基 
秋学期科目 

 科目名 内容 単位 区分 
現代数学基礎 AII 位相と距離 必 4 専門 

現代数学基礎 BII 線形代数続論 必 4 専門 

現代数学基礎 CII 多変数微分積分 必 4 専門 

現代数学基礎 CIII 複素関数論続論 必 4 専門 

計算数学基礎 情報科学の基礎に関する講義と実習 選 3 専門 

数学演習 V・VI 現代数学基礎AII,BII,CII,CIIIの演習 必 各 2 専門 

確率・統計基礎 確率論の基礎と統計の基本的手法 選 2 専門 

http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/enshu.html#enshu-1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/enshu.html#enshu-2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-a1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-b1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-c1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/enshu.html#enshu-3+4
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-a2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-b2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-c2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#kiso-c3
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/enshu.html#enshu-5+6
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3年(レベル 1) 
いよいよ 20 世紀前半頃までに確立された数学理論を本格的に学び始めます。リーマン積分よりはるか

に強力な「ルベーグ積分」とそのフーリエ級数とフーリエ変換への応用，円や球よりも一般の「曲面や
曲線」，そしてその上での解析学を行う「微分形式」の理論とそれらを「解析的」あるいは「代数的」
にとらえるという考え方，いろいろな微分方程式の解法とその応用, 数や多項式や写像の代数的性質を
一般化した「群と環」などを学びます。このころには，解析，幾何，代数がたがいに深く関連して数学
的世界を形作っていることがはっきりと理解できてきます。ここまででレベル 1の教程が終了します。
また，数学の広がりや数学と社会との結びつきをテーマとしたオムニバス講義や，学生同士で自由にテ
キストを学んで発表する「グループ学習」なども行われます。 
春学期科目 

科目名 内容 単位 区分 
代数学要論 I 群論 選 6 専門 

幾何学要論 I 曲線と曲面 選 6 専門 

解析学要論 I 微分方程式 選 6 専門 

解析学要論 II 測度と積分 選 6 専門 

数学演習 VII・VIII 数学の基礎の定着を目的とする演習 選  各 2 専門 

数学演習 IX・X 数学の問題解決の方法を学習 選  各 2 専門 
秋学期科目 

科目名 内容 単位 区分 
代数学要論 II 環論 選 6 専門 

幾何学要論 II 微分形式 選 6 専門 

解析学要論 III 関数解析入門 選 6 専門 

現代数学研究 グループ自主学習 選 6 専門 

数理科学展望I，II オムニバス講義 選 各 4 専門 

数理解析・計算機科学I コンピュータリテラシ,アルゴリズム 選 3 専門 
 
※ 3年生の講義はすべて選択科目ですが，コア科目となっている代数学要論，幾何学要論，解析学要論
は卒業までにすべて履修することを強く勧めます。 

 
4年(レベル 2) 
4 年生対象のレベル 2の講義はすべて大学院と共通講義になっています。この教程では，より高度な

観点から数学的現象の多様性と普遍性をとらえることに焦点があてられます。これまでに開講された講
義のテーマは，体とガロア理論，代数曲線論，多様体論入門，代数トポロジー入門，関数解析の基礎理
論，Fourier 解析と偏微分方程式，確率論入門，古典力学，数値計算の基礎，オムニバス講義（SL(2,R)，
ラムダ計算入門，ベルヌーイ数）など多様なものでした。また，レベル 2では単なる数学の知識の習得
だけではなく，数学に対する自分なりの視点を形成していくことも目標とします。そのために少人数ク
ラス形式の「卒業研究」において，さまざまなテーマの下で，本や論文を読む力，考える力，議論する
力を養っていきます。これらの学習を通して，数学は無機質なすでに終わった学問ではなく，数理的現
象を人間の精神によって理解しようとする実に人間的な学問であり，人間とともにどんどん成長をつづ
ける「生きた」学問であることを実感することでしょう。 
 

 科目名 内容 単位 区分 
代数学続論 体とガロア理論 選 4 専門 

幾何学続論 多様体論 選 4 専門 

解析学続論 関数解析続論 選 4 専門 

数理科学展望III，IV 数理科学の諸問題を解説 選 各 2 専門 

確率論I～IV 確率論入門,確率過程,ブラウン運動など 選 各 2 専門 

数理物理学I～IV 古典力学,量子力学,電磁気学,場の理論など 選 各 2 専門 

数理解析・計算機科学II，III 数値解析，プログラミングなど 選 各 3 専門 

代数学I～IV 

年度により異なる 

選 各 2 専門 

幾何学I～IV 選 各 2 専門 

解析学I～IV 選 各 2 専門 

応用数理I，II 選 各 2 専門 
 
 
卒業研究科目 
卒業研究は通年で一つの少人数のクラスに属します。 
 

科目名 内容 単位 区分 
数学研究 AI〜ZI 卒業研究 (春学期) 選必 各 6 専門 
数学研究 AII〜ZII 卒業研究 (秋学期) 選必 各 6 専門 
 
特別講義科目 
他大学や企業からの非常勤講師による通常 1週間を単位とする集中講義です。  
 

科目名 内容 単位 区分 
代数学特別講義 I・IIなど 集中講義 選 各 1 専門 

http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#algebra-1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#geometry-1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#analysis-1
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#analysis-2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#algebra-2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#geometry-2
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#analysis-3
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#algebra+
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#geometry+
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/core-2.html#analysis+
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/education/2007/shuchu-a.html
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単位繰越について 

数理学科４年生 

一定の条件の下で，代数学(解析学，幾何学)

続論を，大学院科目(対応する概論Ⅰ)として履

修することができます。以下，これを「単位繰

越」と呼びます。 

 

★誰が申請できるのか？ 

現在数理学科４年生で,３年生終了時までに

卒業研究の単位を除いて卒業要件を満たしてい

る(特に，専門選択科目 48単位以上取得済)者

に限られます。 

 

★どんな申請ができるのか？ 

代数学続論，解析学続論，幾何学続論のうち

２科目分までを，下記の規則に従って，本研究

科(大学院多元数理科学研究科)の概論Ⅰとして

本研究科入学前に履修することができます。た

だし，本研究科に次年度に入学しなかった場合，

または，申請した科目(続論)に合格しなかった

場合は，その申請は無効となります。 

振り替え表 

学部の受講科目  大学院の受講科目 

代数学続論(4 単位) 

解析学続論(4 単位) 

幾何学続論(4 単位) 

→ 

→ 

→ 

代数学概論Ⅰ(2 単位) 

解析学概論Ⅰ(2 単位) 

幾何学概論Ⅰ(2 単位) 

 

★具体的には何をすれば良いのか？ 

代数学,解析学,幾何学続論から２科目(まで

を選択して)所定の用紙にて数理学科教育研究

支援室に申請して下さい。(申請条件を満たして

いない場合は，受理されません)申請期間は掲示

等により，別途指示します。 

成績の対照表 

続論の成績  概論などの成績 

続論：  Ａ+ 

続論：  Ａ 

続論： Ｂ  

続論： Ｃ  

続論： Ｃ- 

続論： Ｆ 

続論：  Ｗ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

概論Ⅰ：Ａ+，続論：欠席 

概論Ⅰ：Ａ，続論：欠席 

概論Ⅰ：Ｂ，続論：欠席 

概論Ⅰ：Ｃ，続論：欠席 

概論Ⅰ：Ｃ-，続論：欠席 

続論：不可 (申請不可)

続論：欠席 (申請不可) 

申請した続論(→概論Ⅰ)の成績は，数理学科

教育研究支援室にて確認することができます。 

単位の繰越を有効にするためには，翌年度に

本研究科に入学後, 春学期科目の履修登録期間

内に,数理学科教育研究支援室に,(各科目毎に)

「単位繰越認定希望」の申請をする必要があります。 

 

★どんな点に注意する必要があるか？ 

1.大学院科目として単位繰越を申請した続論の

成績は「欠席」扱いとなります。 

2.「単位繰越」の期間終了後に，この申請を取

り下げることはできません。 

3. 概論の単位は，認定される年の概論の担当

教員の名前で出されます。 

4.翌年度に本研究科に入学(２次募集での合格

を含む)しなければ，単位繰越は無効になりま

す。この場合，続論の成績が復活することも

ありません。 

5.本研究科に入学後，所定の期間内に，該当す

る科目の「単位繰越認定希望」の申請をしな

ければ，単位繰越は無効になります。この場

合，概論Ⅰを新たに受講することができます。 

6.大学院入学後に申請した「単位繰越認定希望」

の申請は取り下げることができません。 

7.「単位繰越認定希望」の申請のあった単位は，

多元数理科学研究科教授会にて認定された後

に有効となります。認定された概論Ⅰと同名

の科目を履修することはできません。 

 

教員免許状について 

 数理学科では，大学院進学を目指すものに対
しても（可能ならば中学校まで含めて）教員免
許状の取得を強く勧めます．教員免許状の取得
にあたっては，「情報機器の操作」の単位が必 
要ですが，数理学科の開講科目では「計算数学
基礎」と「数理解析・計算機数学 I-IV」がこれ
に該当します。 
 「計算数学基礎」と「数理解析・計算機数学 
I-IV」は講義・演習科目であり，あくまでも数
理学科の学生として計算機に関する基礎を理解
し，それを活用するためのものとして実施され，
単位もそれを基準として認定されます。「教職単
位」としての特別扱いはしませんので，これら
の科目のシラバスをよく読んで履修してくださ
い。 

 

ホームページのご案内 

 多元数理科学研究科・数理学科では教務関連
情報をホームページでご案内しています： 
 
http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/ 
                   education/index.html 
 
本研究科の教育方針，シラバスや時間割を始め，
皆さんに有益な情報が多数掲載されています。 
ぜひ訪れてみて下さい。 
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物 理 学 科 

まえがき  

物理学は20世紀に大きな変貌をとげた。1905

年の相対性理論および1920年代後半の量子力学

の出現によって，それまでのニュートン力学的

な世界観は全面的な見直しを余儀なくされた。

相対性理論は時間と空間の概念を，量子力学は

ミクロな世界の理解を一新し，現代物理学はミ

クロな素粒子から超マクロな宇宙に至る様々な

階層の物質構造についてきわめて重要な知見を

もたらした。その結果，物理学と化学・生物学・

地球科学・天文学など自然諸科学との繋がりも

一層緊密なものになった。これらの研究成果は，

科学技術を飛躍的に進歩させ，我々の生活や社

会に大きな影響を及ぼしてきた。 

また，逆に新しい技術の開発や進歩は実験的

研究だけでなく理論的研究の進展を呼び，さら

なる物理学の発展を促してきた。 

物理学はこのように絶えず発展を続け，解明

すべき課題も多方面にわたって増えつづけてい

る。21世紀を迎えた現在もなお，ヒッグス粒子

の発見や重力波の初検出などのように，フロン

ティアの開拓は続いている。 

現在，名古屋大学物理学教室では素粒子・ハ

ドロン物理学，物性物理学，生物物理学，宇宙

物理学の各分野で活発な研究が行われている。

また，これらの分野間あるいは物理学以外の諸

科学との境界領域に関する研究も盛んである。 

 

物理学科の構成  

当物理学教室は従来の講座制にとらわれず，

同じ目的をもった研究者が協力して自由に研究

するために，研究の基礎単位として，20を超え

る研究室から構成されている。以下にそれぞれ

の研究分野について紹介する。 

 

素粒子・ハドロン物理学  

物質のより基本的構造を探究してきた原子物

理学は原子から原子核さらに素粒子へと物質構

造の階層を明らかにしてきた。1956年に名古屋

大学で提案された「坂田模型」を契機として発

展した研究の結果，現在では，陽子などの強い

相互作用をする粒子（ハドロン）はクォークの

複合系であることが確立し，それぞれ３世代（６

種類）ずつ存在するクォークおよびレプトン（電

子やニュートリノなど）が最も基本的な粒子す

なわち素粒子であることがわかってきた。これ

らの素粒子間に働く３つの力（強い相互作用，

電磁相互作用，弱い相互作用）は，いずれもゲー

ジ理論として表され（｢標準模型｣)，また世代の

あり方がクォークに対しては小林・益川理論，

ニュートリノに対しては牧・中川・坂田理論で

記述されることも明らかにされている。この小

林・益川理論，牧・中川・坂田理論はいずれも

名古屋大学の成果であって，ＣＰ対称性の破れ

を軸としたＢ物理の進展，ニュートリノ振動に

続くニュートリノ物理の進展を支える中心理論

になっている。これらに対して名古屋大学は，

理論研究のさらなる進展に加え，Bファクトリー

実験・ニュートリノ振動実験・中性子精密測定

実験を主導して実験的検証をすすめるなど，理

論・実験ともに世界に誇る先導的な役割を果た

してきた。2008年度の小林・益川両氏のノーベ

ル物理学賞受賞はこれら成果の結実である。 

物理学科も参加するLHC実験は，2012年，それ

まで標準模型の中で未発見であったヒッグスボ

ゾンを発見した。これにより標準模型はほぼ完

成したと考えてよい。現在は，標準模型を超え

る統一理論の探求の中で，ヒッグスボゾンの正

体の問題や，クォーク・レプトンよりもさらに

基本的なものは何かという問題とともに，相互

作用の階層的理解が大きな課題となっている。

また，素粒子の運動と存在は，宇宙暗黒物質/

暗黒エネルギーなどの問題を通じて，時間・空

間の構造や宇宙の創成とも深くかかわっており，

宇宙論との密接な関連のもとに，重力相互作用

を含む力と物質の統一的理解への総合的な研究

が重要になってきた。 

一方，素粒子物理学と密接な関連の上で，

クォークの複合系であるハドロン及びハドロン

多体系を研究するハドロン物理学が発展してい

る。とくに，実験との密接な関連の下，従来の

クォーク模型では説明のつかないエキゾチック

ハドロンや，高密度状態の研究が活発に行われ

ている。 

こうした極微の物質構造は，原子核や素粒子

などの物質粒子を加速器で加速するか，または

地球の外から降り注ぐ宇宙線を用いて，標的に

衝突させ，その結果を測定して研究される。こ

の加速器や測定装置，標的などの開発や技術の

進歩が，さらに新しい分野を切り開きつつある。 
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Ｅ研（素粒子論研究室）  

標準模型を越える素粒子の統一理論の探求。

とくに，質量起源の物理，余剰次元理論，超対

称性理論，大統一理論・超重力理論，超弦理論，

重力の量子論等の研究を行なっている。また，

場の理論や弦理論の非摂動的な定式化およびそ

れらのダイナミックスの研究，標準理論におけ

る精密計算などの研究を行なっている。 

 

Ｆ研（基本粒子研究室）  

 F研は1971年の創立以来，素粒子飛跡検出器

「原子核乾板」を駆使して，チャームクォーク

の発見，タウニュートリノの世界初の検出，変

身して現れたタウニュートリノの検出による

ニュートリノ振動の直接的な検証，ひいては

ニュートリノ質量存在の検証，を行うなど，独

自技術を軸とし，自分たちが世界をリードする

研究を絶えず推進してきた。現在はニュートリ

ノの研究以外にも，宇宙の暗黒物質の衝突によ

り生じた原子を検出し，その反跳方向が暗黒物

質の入射方向を反映する事を利用した手法によ

り，暗黒物質の存在を直接的にとらえる実験や

気球に搭載した原子核乾板によるガンマ線天体

の観測,中性子を使った近距離での重力の逆二

乗則の検証に挑んでいる。また素粒子物理の応

用として，高分解能な「原子核乾板」の特徴を

生かした放射線測定技術の開発により，学問の

境界を越えた研究も行っている。 

 

Ｈ研（クォーク・ハドロン理論研究室） 

強い相互作用の基本理論である量子色力学

(QCD)におけるクォーク･グルーオンと，その多

体系であるハドロンの多様な現象の解明を主な

研究目的とする。主な研究対象は，エキゾチッ

クハドロンの構造解明，カイラル対称性の自発

的破れと質量の起源，高温度･高密度等の極限状

況でのQCDの相構造と相移転機構，および，高密

度核物質中のハドロンの性質変化と中性子星内

部における状態方程式への影響などである。こ

れらの物理現象解明を目標に，新しい理論や模

型を開発しながら解析を実施している。 

 

Ｎ研（高エネルギー素粒子物理学研究室） 

自然界の究極の構成要素である素粒子とそれ

を支配する法則を，国内外の最先端高エネル

ギー加速器を用いて追究している。小林・益川

理論（2008年ノーベル物理学賞）を実験的に証

明した世界最高ビーム強度のＢファクトリー実

験を大幅に強化し, 2019年に運用を開始した。

大量に生成されるＢ中間子やタウレプトンの崩

壊を精密に測定することで,未知の素粒子法則

を発見しようとしている。また，周長27キロメー

トルの世界最高エネルギー加速器ＬＨＣを用い

た実験により,2012年にヒッグス粒子を発見し

た。現在は,ヒッグス粒子の性質の精査を行うと

ともに，超対称性粒子を始めとした未知の素粒

子の直接検出を目指している。将来の高輝度Ｌ

ＨＣに向けた準備も進めている。さらに，ミュー

オンの異常磁気能率の精密測定により新物理の

探索を行う研究も開始した。このような実験研

究により，現在の素粒子理論を塗り替える未知

の現象の発見，究極的には宇宙創成の秘密の解

明に挑む。見学歓迎。 

 

ＱＧ研（重力・素粒子的宇宙論研究室） 

一般相対論を中心とした重力理論を用いて，

インフレーションや現在の宇宙の加速膨張など

の宇宙論的問題，ブラックホールなどの強重力

下での現象についての研究を行っている。また，

重力理論そのものの性質に対して観測等から手

がかりや制限を見出すための研究も行っている。

最近の具体的な研究テーマとしては，初期宇宙

ならびにブラックホール蒸発現象における量子

相関，素粒子の統一理論の手がかりを得ること

を目的とした暗黒エネルギーの研究，重力崩壊

現象，原始ブラックホール形成についての研究

などである。 

 

Φ研（素粒子物性研究室） 

素粒子の性質を高精度に計測することによっ

て，素粒子が従う物理法則を研究する。計測方

法の革新に立脚した未解決問題への挑戦を目指

し，大強度陽子加速器研究施設J-PARCにおいて

実現した世界最強のパルス中性子源に，中性子

光学を組み合わせることで実現する高精度計測

に取り組む。具体的には，未知の対称性の破れ

や相互作用の探索，中性子寿命測定などである。

また，ミューオニウム超微細構造に現れる新物

理の探索なども行っている。 

 

μ研（宇宙線イメージング研究室） 

宇宙線中に含まれる素粒子ミューオン（μ）

を利用した巨大構造物内部の非破壊イメージン
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グ技術の開発とその多分野への展開を進めてい

る。検出器は原子核乾板を用いており，その開

発から観測の立案，解析までの全てを行う。2017

年にエジプトのクフ王のピラミッド内部に発見

した未知の空間の三次元構造の解明を目指し，

マヤ文明のピラミッドや地下遺跡の探査も進め

て宇宙線イメージング考古学を開拓している。

社会インフラ（堤防や地下空洞など）の老朽化

点検や工業用プラント（原子炉や溶鉱炉）の内

部診断などの社会実装を目指した企業との共同

研究も積極的に進めている。 

 

物性物理学 

物性物理学の目的は，物質を構成している電

子，原子，分子に関する知識をもとに，物質が

示す多様な性質を統一的に理解し，かつ理論的

に予測出来るようにするとともに，新しい現象

や新しい概念を発掘・創造することである。そ

の中でも，特に学問的興味の中心は，少数粒子

系における現象とは質的に全く異なった多体系

特有の現象にある。超伝導・超流動・強磁性な

どに代表される相転移現象や協力現象，自然界

の至るところで遭遇する不可逆現象がその典型

例である。これらの研究を進めて行くことは，

量子力学と統計力学を単に使いこなすというこ

とを超えて，それらの新展開を図ることでもあ

る。発掘あるいは創造された新現象・新概念は，

｢トランジスター」の例に象徴されるように，そ

れらの応用による技術革新を通じて実社会に多

大のインパクトを与えてきた。また逆に物性物

理学の生んだ技術革新は物性物理学の中に新し

い研究分野を誕生させ，さらに他分野の研究の

飛躍的進展の引きがねにもなってきた。このよ

うに物性物理学は無限の発展の可能性を秘めた

研究分野である。 

物性研究の進展を図るための実験的手法の鍵

としては，(1)新しい物質を作る (2)新しい測

定技術・実験技術を開発する (3)超低温・超強

磁場・超高圧等のように全く新しい実験環境を

作り出すことなどが考えられる。当物理学教室

においては上記３つの手法を有機的に組み合わ

せ，新物質（超伝導体や磁性体）・機能性物質・

ナノ構造物質の開発とその物性解明，超伝導発

現機構の解明やスピントロニクスの基礎原理の

解明，非平衡現象に関する理論研究などが行わ

れている。 

 

Ｉ研（固体磁気共鳴研究室） 

核磁気共鳴（ＮＭＲ）法を主たる実験手段と

して量子物性現象の実験的研究に取り組んでい

る。現在は，電子間相互作用の強い系において，

スピン・電荷・軌道の自由度の絡み合いに起因

する特異な量子物性をミクロな観点から解明す

る研究，および強相関電子系に現れる高温超伝

導体の発現機構の解明を進めている。特に，近

年注目されている,多軌道電子系に現れる超伝

導，ディラック電子系，量子スピン液体，低次

元量子流体などの多体量子現象を研究対象とし

ている。 

 

Ｊ研（ナノ磁性・スピン物性研究室） 

 ナノ物性研究では，新現象の発現の舞台を自

らで人工的に自在に設計・創製することで，従

来アプローチすることが困難であったような物

理現象に迫ることが可能となる。本研究室では，

ナノスケールで初めて顕在化する新しい磁性・

スピン物性の解明と新概念の創出を目指した研

究を推進している。特に最近は，軌道角運動量

があらわに発現する表面や界面での磁気と電気

の相互作用，準粒子の伝播機構と異種準粒子間

の相互作用，スピン角運動量の流れと磁化との

相互作用,磁性と超伝導の相互作用などに興味

を持ち，研究を行っている。 

 

Ｒ研（非平衡物理研究室） 

学部の熱力学・統計力学で学ぶ対象は，例外

なく熱平衡系である。しかし身の回りを眺める

と，面白い現象はほぼ例外なく，熱や物質の激

しい流れを伴う非平衡状態で起こっている。だ

が，それらを理解するための普遍法則は確立し

ていない。我々は非平衡・非線形現象の総合的

解明を目指して，種々の解析的理論及び数値シ

ミュレーションの手法を用いて研究している。

最近は，ガラス転移，ソフトマター，生物モデ

ルの集団現象，及びそれらの周辺領域の研究が

中心となっている。 

 

Ｓ研（物性理論研究室） 

凝縮した物質における多粒子系特有の種々の

現象に関して，それらを支配する物理法則を明

らかにするため，量子力学および統計力学に基

づく解析的，数値的手法を用いた理論研究を行

う。現在，銅酸化物高温超伝導体や鉄系超伝導

体に代表される強相関電子系を主な対象とする
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金属電子論や，電子の電荷とスピンの双方を制

御するテクノロジー（スピントロニクス）の基

礎原理，トポロジカル物質などに関する研究を

重点的に行っている。 

 

Ｖ研（機能性物質物性研究室） 

我々の社会生活にとって役に立つ能力を持つ

物質を機能性物質という。とりわけ現代におい

ては，その電磁気機能が役立てられることが多

い。本研究室は，未知の電磁気機能をもった物

質を見出し，その中に眠る新奇な物性を解明す

ることを目的とする。現在は，相互作用の競合

から生じる量子スピン磁性体，電子系の非平衡

定常状態，熱と電気を相互変換できる半金属，

室温で強磁性を示す半導体，ユニークな結晶構

造を持つ機能性物質の開発に興味がある。 

 

Ｙ研（応答物性研究室） 

物質に対して電場，磁場，圧力などの様々な

刺激（入力）を加えると，分極，磁化，歪みな

どの多彩な変化（出力）が生じる。この「入力」

と「出力」をつなぐ「応答」物性は，この世の

からくりを明らかにする重要な探針となるだけ

でなく，私たちの生活をより豊かなものにする

有益な道具立てにもなり得る。本研究室では，

結晶・準結晶・アモルファスなどの多様な物質

系を対象とし，構造と物性の相関を手掛かりと

して，特異的な「応答」物性を示す新奇な物質

の設計と創出に取り組む。 

 

生物物理学 

下記の４研究室の教員が新しい学問分野・生

物物理を研究する。国内最大の生物物理研究グ

ループであり，理論から実験，さらに応用へと

研究を進める。科学研究は，原子や素粒子をも

とに自然を考える時代となった。生命について

も，多様な遺伝子やタンパク質の構造や機能が

原子レベルで明らかになり，新しい研究展開が

進む。今や生命は，不可解で特殊なものではな

く，原子や分子からなる物質の集まりと考えら

れる。生物物理学は「もの」が集まり「生命」

を作り出す神秘的ともいえる過程を，物理や数

理的手法により明らかにする。自然と生命を対

象に，動物，植物，化学，物理などと分野を細

分化せずに，多様な新手法で理論実験両面から

自由に研究する。 

 

Ｂ研（計算生物物理研究室） 

生体分子は生命活動に必要な機能を担ってお

り，これらの機能が損なわれた場合には深刻な

疾病が生じる。疾病や生命活動に関わる異常に

ついて理解し，その治療法を開発するためには，

これらの生体分子の複合体が機能を発揮する機

構を明らかにする必要がある。この様な観点か

ら，計算機シミュレーションを用いて，タンパ

ク質や核酸などの生体分子の構造，機能，ダイ

ナミクスについて研究している。物理学，化学，

計算科学に基づく学際的な研究を展開し，さら

に実験研究グループとの共同研究を積極的に

行っている。 

 

Ｄ研（生体分子動態機能研究室） 

タンパク質や核酸などの生体高分子は，構造

変換や自己集合，さらには他分子との結合・解

離といった様々な動的現象を介して独自の生理

機能を発揮している。生体分子が機能を発現す

る分子機構を理解するためには，分子が機能し

ている様子を計測し，そのダイナミクスを解析

することが重要である。溶液中にある分子を高

い時空間分解能でイメージングできる高速原子

間力顕微鏡技術をベースにその高度化を図ると

ともに，新規機能の開発や他の先端一分子計測

手法との複合化を進め，動態と機能が密接に関

連した様々なタンパク質の機能発現機構を解明

する。また，生体分子の高次構造構築原理の解

明を目指し，X線回折実験などによる高分解能立

体構造解析を遂行する。 

 

Ｇ研（光生体エネルギー研究室） 

地球最大規模の生体エネルギー変換システム

である光合成のメカニズムを，振動分光，電子

スピン共鳴，極低温分光測定，分光電気化学計 

測など，様々な分光学的手法を用いて原子・分 

子レベルで解明する。特に，光合成蛋白質にお

ける励起エネルギー移動，電子・プロトン移動

の動的メカニズムと，光合成研究の最大の謎で

ある，水分解による酸素発生の仕組みを明らか

にする。光合成蛋白質を応用した人工光合成系

の研究も行う。 

 

Ｋ研（細胞情報生物物理研究室） 

遺伝情報は蛋白質のアミノ酸配列を決め，ア

ミノ酸配列は複雑な天然立体構造を決定する。

いくつかの蛋白質が複合体を形成することもあ
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る。蛋白質が特異的な天然構造や複合体をどの

ように形成するのかを実験で探る。遺伝子操作

による蛋白質の人工改変や高速反応測定を含む

速度論的測定によって，立体構造形成の動的過

程を研究する。また，電気生理学的測定や顕微

光学的測定法を用いて，神経シナプスにおける

信号伝達機構の研究を行う。 

 

宇宙物理学    

宇宙物理学の研究グループは，宇宙を対象と

した観測的研究と理論的研究を行っている。宇

宙物理学・天文学は学問の中でも最古の歴史を

持つと共に，20世紀後半に飛躍的に発展した新

しい科学の一つである。その飛躍的進歩は観測

技術の向上により駆動されており，現在では電

波からＸ線・ガンマ線に至る電磁波の全ての波

長域で天体現象が観測可能になっている。近年

にはついに,重力波を用いた観測への扉が開か

れ,新たな歴史が誕生した。名古屋大学理学部物

理学教室の宇宙分野は，我が国においてこの流

れの先頭を切って進んできた。現在では，電波，

赤外線／可視光，Ｘ線にわたるすべての波長域

を網羅し，重力波観測の実験研究も開始した。

電波ではチリに 「NANTEN2」天文台を，光・赤

外線では南アフリカに1.4ｍ望遠鏡「IRSF」を所

有し，運営している。一方，Ｘ線天文衛星「す

ざく」，「ひとみ」，赤外線天文衛星「あかり」な

どの開発に多大な貢献を行い，これらの衛星を

使って地上に届かないＸ線や赤外線の観測を行

うとともに，海外での気球搭載望遠鏡による観

測も継続している。また，すばる望遠鏡超広視

野カメラや低周波電波観測を用いた宇宙探査プ

ロジェクトにも参加して観測事実を元に理論研

究を展開している宇宙論研究グループや，観測

データを駆使して銀河進化を研究するグループ，

さらに星間媒質の進化や星・惑星系の形成過程

を理論的に研究するグループやプラズマ物理学

を研究するグループが世界最先端で活躍してお

り，他の大学で例を見ない充実した分野構成で

ある。観測対象も，星・惑星形成領域から，銀

河（および銀河中心核），銀河団，宇宙大規模構

造まで，近傍から遠方まで，全宇宙領域に広がっ

ている。異なる波長を観測するグループや理論

のグループ間では，共通の対象についての共同

研究も行われている。大学にある宇宙関連の教

室としては国内最大規模を持ち，学生の教育・

国内外の研究機関への人材の育成でも重要な役

割を果たしている。 

 

Ａ研（天体物理学研究室） 

あらゆる天体の根源である星間物質に着目し，

ミリ波サブミリ波観測という手段を駆使して，

138億年にわたる宇宙の歴史のなかで宇宙の構

成要素である恒星や銀河がどのように形成・進

化してきたかを理解することをめざす。サブミ

リ波望遠鏡(ASTE・ALMA ・LMT)や当研究室がチ

リに所有するNANTEN2をはじめ，様々な望遠鏡を

駆使して，遠方銀河の探査や銀河・恒星の形成

過程の理解をめざす。また，これらの観測的研

究を支える観測装置やソフトウェアの開発研究

も行う。 

 

Ｃ研（宇宙論研究室） 

暗黒エネルギーや暗黒物質，さらには，宇宙

の構造形成など宇宙論の分野を中心に研究をす

すめている。観測データから理論モデルを検証

するというボトムアップ的手法による理論研究

を特色としており，具体的には，解析的手法，

大規模数値シミュレーション，観測データの解

析など多角的な方法を用いて研究を進めている。 

 

Ｐ研（プラズマ理論研究室）  

宇宙空間に存在する多くの物質はプラズマ状

態にあり， そこでは乱流や爆発現象をはじめと

した多様な非線形現象が発生している。核融合

研究とも多くの共通点をもつプラズマ現象につ

いて，主に大規模な数値シミュレーションを用

いた研究を展開し，これらに通底する物理過程

の解明を目指している。現在の具体的課題とし

て，主に，プラズマ乱流輸送，オーロラ発生機

構，などの問題に取り組んでいる。 

 

Ta研（理論宇宙物理学研究室）  

宇宙における天体の形成や進化過程を解明す

ることで，物理学を宇宙の進化の中で系統化す

ることを目指す。特に,銀河・星・惑星系の形成・

進化過程を解析的及び数値シミュレーションの

手法で理論的に調べているが,高エネルギー宇

宙物理学現象も研究テーマとして含んでいる。

その際に重要となる物理的素過程の研究を重視

し，得られた知見をその他の分野の物理学にも

応用する。 

 

Ｕ研（宇宙物理学研究室）  
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人工衛星・気球で大気圏外に出て，地上には

到達しないX線と赤外線を観測し，可視光で見え

ない，宇宙の特異な領域を探ることを目指す。

研究の手法としては，これまでにない性能(感度，

波長域，空間分解能，波長分解能など)を持つ観

測装置を開発し，天体の新たな側面を探る。ま

た，これまでに開発した衛星などによるデータ

を用い，銀河や銀河団に存在する高温プラズマ

とダスト，活動銀河核，ブラックホール，超新

星，太陽系外惑星などの研究を進め，宇宙の構

造と銀河・物質の進化を解明する。 

また，宇宙誕生直後に起こったと考えられて

いるインフレーションの時代に生成された重力

波を検出し，宇宙がどのように誕生したかを解

明することにも挑戦する。 

 

Ω研（銀河進化学研究室）  

銀河は星とガス，暗黒物質の大集団であり，

宇宙論的なスケールでの基本単位となる天体で

ある。銀河はさまざまな波長，エネルギー領域

で多彩な姿をもち，多波長での研究が本質的に

重要である。138億年にわたる宇宙進化の文脈か

ら，銀河の形成進化を探求する。多波長的アプ

ローチという観点から，地上観測機器，宇宙望

遠鏡，人工衛星等のデータ解析，および観測を

再現する銀河進化モデルの構築という2つの方

法を用いて研究を進める。観測的に初期宇宙を

探る研究や,機械学習などデータ科学の方法に

よる新しい銀河進化の研究法も開拓している。 

 

物理学科の教育 

1995年度に大学院理学研究科の改革が行われ，

これに伴って物理学科と物理学第２学科は統合

されて１つの学科となり，大学院の素粒子宇宙

物理学専攻と物質理学専攻(物理系）とあわせた

単一組織として物理学教室を構成し,教育・研究

活動を行っていくことになった。その後，2022

年度に大学院理学研究科の3専攻が理学専攻と

して統合され，物理学教室は物理学科と大学院

の理学専攻物理科学領域から構成されることに

なった。 

 

４年一貫教育に基づく教育改革によって，学

問的体系に沿った専門基礎教育に続いて物理学

の専門教育が配置されている。物理学を専攻し

ようとする学生は，全学教育科目の中の自然系

基礎科目の物理学基礎Ⅰ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物

理学実験，微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・

Ⅱ，複素関数論を含め，化学，生物学，地球科

学の基礎，基礎セミナー，言語文化を広く履修

するとともに，専門基礎科目の現代物理学序論

Ⅰ，物理学基礎演習Ⅰを必ず履修して欲しい。

物理学科のどの分野の履修にとっても必要な基

礎となる科目は２年生と３年生に集中しており，

いずれも必修となっている。 

物理学科の専門教育は大筋以下の内容になる。

（P.12参照） 

２年生と３年生は主として午前中に基礎的な

科目の講義を受け，午後に２年生は演習，３年

生は演習と基礎実験に取り組む。必修科目はそ

の学年ごとに履修することが強く望まれ，後の

時期にずれこむと卒業できない場合があるので

注意を要する。特に，次に述べる演習と実験は

４年生になって補足履修することは不可能であ

る。 

当教室では物理学を学ぶに当たって演習と実

験が重要であると考えている。物理学演習は物

理学の基本的な講義の内容の理解を深めるため

のもので少人数で行う。演習では相互討論を重

視するので出席することが前提となっている。

主な内容は力学，量子力学，電磁気学，統計物

理学である。３年生の物理学実験は，１年間に

各自４テーマの実験を通常２人１組で行う。現

在用意されているテーマは，いずれの研究分野

にも必要な基礎的なものである。 

３年生秋学期に，全ての学生は物理学セミ

ナー（物性，生物，素粒子・ハドロン，宇宙の

４分野の中から１つを選択する）を受講する。 

４年生に対しては，P.12にあるような選択科

目の講義が用意されている。この他に他大学の

講師による特別講義（集中）が開講される。４

年生は実験コースと理論コースに分かれる。実

験コースの学生は，各研究室が用意する実験

テーマのうち１つを選択し１年間にわたって研

究を行う。理論コースの学生は，各研究室が用

意する物理学講究の中から１つを選択する。 

コースの選択は学生が自主的に行うことに

なっている。 

Ｇ30について 

英語のみで授業を行う（留学生向けの）コースが

開講されている。このコースへの入学は１０月であり，

最終学年では，日本人学生と同様に各研究室に
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配属され，各研究室が用意するセミナーや実験に

参加する。 

大学院 

名古屋大学大学院理学研究科では，2022年4

月の組織改編で，それまでの素粒子宇宙物理学

専攻と物質理学専攻は，博士前期課程２年及び

後期課程３年の理学専攻に統合された。物理学

教室の大学院は，さまざまな物理の分野からな

る専門的，融合的，学際的研究を推進し，最先

端の研究を通じて大学院生の教育を行う。 

 

その他  

教室の運営 

物理学教室の運営は名古屋大学物理学教室憲

章＊）にもとづいておこなわれている。 

この教室憲章には「物理学教室の運営は民主

主義の原則に基づく」とその第１条にうたって

ある。教室の最高議決機関は教室会議であるが，

教育に関する運営上の諸問題の審議は教育委員

会で行われる。これは運営委員会において選出

された委員によって構成され，審議内容は教室

会議に報告され，重要なものはそこで審議され

る。学生全員は原則として教室のすべての会議

および委員会に出席傍聴発言できる。特に教育

委員会へは各期において選出された学生教育委

員が恒常的に出席してカリキュラムに対する要

望，学習活動の条件整備の要求などを行ってい

る。 

＊）名古屋大学物理学教室憲章 

第二次大戦が終わり，科学が軍国主義とファ

シズムの重圧から解放されつつあった1946年６

月に研究組織の封建性を一掃し，民主的研究体

制づくりを目指して，教室運営の憲法ともいえ

る名古屋大学物理学教室憲章が制定された。(坂

田昌一著「科学者と社会」（岩波書店）を参照さ

れたい｡）これは民主主義の原則にのっとって，

物理学教室を現代科学にふさわしい組織にする

とともに，個人の研究の自由を保証しようとす

るもので，全研究員の出席する教室会議に全体

としての研究計画，教員人事，予算配分などの

重要事項を決定する最高権限が与えられている。 
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物理学科の専門教育と専門基礎科目 

１年春学期 １年秋学期 ２年春学期 ２年秋学期 ３年春学期 ３年秋学期 ４年春学期 ４年秋学期 
＋） 

現代物理学 
序論Ⅰ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋） 

物理学基礎 
演習Ⅰ 

 
 
 
 
＋） 

解析力学 
 
 
 
 
 
 

 
数理  ＋） 

物理学Ⅰ 
 

数理  ＋） 
物理学Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先端物理学 
   特論 

 
 

 
 
 

 
 

＋） 
電磁気学Ⅱ

演習 
＋） 

解析力学演
習 

＋） 
数理物理学
Ⅰ演習 

＋） 
数理物理学
Ⅱ演習 

 
 
＋） 

電磁気学 
＋） 

力学特論 
 
 
 
＋） 

量子力学Ⅰ 
 

統計  ＋） 
物理学Ⅰ 

 
 
 
 
 
 

物理実験学 
 
 

 
 

 
＊） 

情報科学 
概論Ⅰ 
 
＊） 

情報科学 
  概論Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋） 

量子力学Ⅰ
演習 

＋） 
統計物理学
Ⅰ演習 

＋） 
電磁気学 
演習 

 
 
 
 
＋） 

力学特論 
演習 

 
 
 

電磁気学特論 
 
 
 
 

 
 

量子力学Ⅱ 
 

統計 
物理学Ⅱ 

 
宇宙 

物理学Ⅰ 
 

連続体力学 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
物理学 

概論Ⅰ 
 
 
 
 

生物 
物理学Ⅰ 

 
 

量子力学Ⅱ
演習 
 

統計物理学
Ⅱ演習 

 
物理学 

実験Ⅰ 

 
 
 
 
 
 
 
 

一般相対論 
 

量子力学Ⅲ 
 

統計 
物理学Ⅲ 

 
宇宙 

物理学Ⅱ 
 
 
 

物性 
物理学Ⅰ 

 
原子核 

物理学Ⅰ 
 
 

化学物理学 
 
 
 
 
 
 

プラズマ 
物理学Ⅰ 

 
素粒子 

物理学Ⅰ 
 
 
 
 
 

量子力学Ⅲ
演習 
 

統計物理学
Ⅲ演習 

 
物理学 

実験Ⅱ 
 

物理学セミナー 
第Ⅶ－Ⅹ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

量子力学Ⅳ 
 

統計 
物理学Ⅳ 

 
宇宙 

物理学Ⅲ 
 
 
 

 
 
 
原子核 

物理学Ⅱ 
 
 
 
 

    
     

 
 
 

物理的 
運動学 
 

素粒子 
物理学Ⅱ 

 
生物 

物理学Ⅱ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物性 
物理学Ⅱ／
Ⅲ（隔年） 

 

      物理学特別実験 
物理学講究 

 

注：アンダーライン付は必修及び選択必修の科目で，それ以外は選択科目である。 

＊）コンピュータを使用する情報処理・数値計算法を内容とする。Ⅰは講義，Ⅱは演習。 

＋）専門基礎科目。 
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化  学  科 

まえがき 

人類は現在，かつてなく便利で豊かな生活を

送っている。これは自然科学の発展に基礎をお

いた生産力の飛躍的増大と情報，通信，交通，

医療の発達によっていることは言うまでもない。

この発達を物質面から支えてきたのは，化学，

物理学，生物学，農学，医学，薬学などの発展

であった。 

なかでも物質科学の中心にある化学の役割は

いっそう増大し，化学研究の発展なしには，高

齢化社会を迎えるわれわれが快適で，生きがい

に満ちた生活を送ることは困難になろう。一方

で人類は，地球規模での環境問題，資源，エネ

ルギー及び食料の不足への対応など，これまで

経験したことのない難問に直面している。その

解決に向けては，化学研究者の役割がますます

増大するであろう。 

 

学問としての化学が発達したのは，この 200

年ほどのことである。原子，分子の考え方が発

見されたのは 19 世紀の初めであり，それらの

実体が明らかになったのは 20 世紀にはいって

からである。この間各種の分子の構造が解明さ

れ，有用な物質が次々と合成されるようになっ

て，現在の物質科学の基礎が築かれた。現在で

は，複雑な分子が反応する際の細かな電子構造

の変化に至るまで，詳細に解明されるようにな

ってきている。 

化学の研究分野は，伝統的に無機化学，分析

化学，有機化学，生物化学，物理化学，理論化

学などの各分野に分かれているが，共通する考

え方は，様々な存在状態の物質の構造，物性，

反応性を研究して，構造と機能の関係を明らか

にし，さらに新しい物質を見つけたり，新規設

計し作り出そうとすることである。化学科では

これらの各分野に関する総合的な基礎教育が行

われており，学生と大学院生は，最新の実験装

置と理論を用いて研究を行っている。その成果

は数々の研究業績として世界に広く発信され，

そのインパクトの高さと屈指の研究レベルは，

世界中から高く評価されている。 

それでは，化学を学び，研究するには，どの

ようなタイプの学生が適しているだろうか。一

口で言うと，｢自然の現象｣あるいは「物」の性

質に興味を持てるかどうかということである。

地球上あるいは宇宙の中にある数百万種にも及

ぶ分子，結晶の一つ一つが，個性を持っている。

その性質に興味を持ち，その面白さに魅せられ

て，化学の勉強と研究に打ち込んでみたい，そ

こからサイエンスを楽しむ醍醐味を味わいたい，

と思うような学生が化学科に向いている。 

化学科は，基礎科学としての化学の研究と教

育を通じて，豊かな未来社会の構築と知の創造

に貢献することを念願しつつ，多くの熱心な学

生が進学してくることを期待している。 

 

化学科の構成 

化学科には，理学研究科物質・生命化学領域,

物質科学国際研究センター,トランスフォーマ

ティブ生命分子研究所,学際統合物質科学研究

機構を中心とする教授・准教授 23名，講師・助

教12名，大学院生および研究生約140名，学部

学生約 180名がいる。 

学科の運営は教室会議および各種委員会によ

って行われる。 

化学の各分野の教育と研究は，分子組織化学，

無機化学，生物無機化学，有機化学，機能有機

化学，特別，生物有機化学，光物理化学，物性

化学,量子化学の 10 研究室の教員によって行わ

れている。各研究室の研究内容は，次の通りで

ある。 

 

分子組織化学研究室 

今まで化学の進展により、個々の分子の合成

法、さらにそれらの分子の電子構造に基づく物

性や反応性が系統的に体系化されてきた。一方、

生体分子システムに目を転じると、個々の分子

がそれぞれ独立して機能するだけではなく、多

種・多数の分子を組み合わせて組織化すること

により新たな組織構造や電子系を獲得し、長距

離に及ぶエネルギーの高速な伝搬や変換、超効

率的な化学変換、スケールギャップを超えた運

動など、高い機能を発現している。このように、

分子が組織化することにより、個々の分子の持

つ性質や、その単純な足し合わせを飛び越えて、

全く新しい機能が生まれる可能性がある。この

「分子組織機能」は、分子間の組み合わせ方（種

類・数・距離・角度・配列・運動）によって大

きく異なるため、分子組織を構築する上でのデ
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ザインと、それを実現するための方法論の開発

が重要となる。我々は、分子間の関係性の無限

の組み合わせを巧みに操ることにより、新しい

分子組織機能を創出することを目指している。 
 

無機化学研究室 

地球上の限られた資源から，私達の生活に必

要不可欠な様々な化合物を効率良く作り出すに

は，触媒が極めて重要な役割を果たしている。

その多くは，金属錯体，金属イオン，金属酸化

物，金属ナノ粒子などの無機物質からなり，そ

の構造に応じて多様な触媒機能を発現する。無

機化学研究室では，金属錯体や金属ナノ粒子を

用いて，物質変換を担う新しい触媒系を創り出

し，エネルギー，機能性物質創成，医薬品合成

等の幅広い分野に貢献できる新しい触媒反応を

開拓するとともに，金属触媒のダイナミックな

動きや働き，その複雑な３次元構造をミクロな

視点で可視化する研究を行っている。金属錯体

の固定化やナノ反応空間の創製などによる新規

触媒合成，先端計測を駆使した触媒活性構造と

反応機構の解明，開発した触媒を用いた新触媒

反応の開拓を分野縦断的に行うことで，基礎か

ら応用までの幅広い視点で研究を推進したい。 

 

生物無機化学研究室 

生体内では、金属イオンを含む様々な蛋白質

が生命現象を担っている。中でも金属酵素は、

最先端の合成触媒でも困難な化学変換を常温・

水中で進行させるなど、驚くべき性能を有して

いる。生物無機化学は、生体内の金属の役割を

化学的な視点で理解し、得られた知見を基に、

生体系を超える人工金属蛋白質などを設計する

ことで、世の中に貢献する研究分野である。本

研究室では、酸化酵素の誤作動を引き起こす合

成分子を開発し、ベンゼンからフェノールへの

常温直接変換など、天然を凌駕する反応系の開

発に成功している。また、DNAの機能を強化し

た人工核酸（ペプチド核酸）や、病原菌が放出

する鉄獲得蛋白質を基にした人工金属蛋白質な

どを用い、生命現象の理解に基づく、ユニーク

な診断、治療法の開発を展開している。 

 

有機化学研究室 

我々の夢は、合成化学の力を結集させて、社

会が抱える問題を解決するような画期的な機能

をもつ分子や構造的に美しい分子（美しい分子

には機能が宿る！）を開発し、世に送り出すこ

とである。例えば、ナノカーボンを構造的に純

粋な分子として自在に合成・活用・理解すると

いう不可能を可能にすることを目指し、合成化

学や触媒化学を基盤とした「分子ナノカーボン

科学」という新分野を開拓した。代表的な成果

は、(1) ナノカーボンの精密合成を可能にする

新反応・新触媒の開発、(2) カーボンナノベル

トやカーボンナノリングなどの「短尺」カーボ

ンナノチューブの合成、(3) カーボンナノリン

グをテンプレートに用いたカーボンナノチュー

ブの直径選択的合成、(4) 多環芳香族炭化水素

の縮環π拡張（APEX）に基づくナノグラフェン

の精密合成、(5) 3 次元湾曲ナノカーボン（ワ

ープド・ナノグラフェン）の創製がある。また、

我々が中心となって設立したトランスフォーマ

ティブ生命分子研究所（ITbM）を舞台に、合成

化学と植物科学や時間生物学の融合研究領域を

生み出した。 

 

機能有機化学研究室 

σ電子が原子どうしを連結させ，分子骨格を

形づくる根幹的役割を担うのに対し，π電子は，

発色，発光，電子物性，磁性など，分子の電子

的性質を決定づける．我々は，このπ電子を自

在にあやつることにより，未来の物質社会を切

り拓く光・電子機能性有機分子の創製に挑戦し

ている．特に，B, Si, P, S といった典型元素

を巧みに組み込んだ緻密な分子デザイン，有機

金属化学的手法を駆使した最先端有機合成，最

新鋭機器を用いた徹底的な物性評価の 3つを柱

に研究を進めている．ホウ素を含むナノグラ

フェンの化学，特異な多環式芳香族炭化水素の

合成と芳香族性の理解，励起状態での構造変化

を考慮した発光性分子の開発，π電子系の自己

組織化の精密制御などの基礎研究を進めるとと

もに，ケイ素を含むアモルファス性電子輸送材

料の有機 LEDディスプレイへの実用化も達成し

ている．最近では，生物分野との異分野融合と

して，超耐光性や近赤外領域で蛍光を示す有機

リン色素を開発し，これらの蛍光バイオイメー

ジングへの応用も精力的に展開している． 

 

特別研究室 

有機分子はおかれた環境によってまったく変

幻自在に振舞い変化して行く。この反応の仕組

みを解明し，本質を的確に把握することが新し
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い有機化学の展開につながる。有機合成とは合

目的性をもった反応を連続的に行い，目標とす

る分子を組み立てることをいう。元来は，自然

に生み出される天然物を実験室で人間の英知に

よってつくり出す，いわば造化の神に対する人

類の挑戦として始められたものであるが，現在

では様々な物理的，化学的，生物的特徴をもっ

た化合物が人間の手で創造されている。医薬，

農薬，染料，樹脂，繊維等日常生活に欠かせな

い物質やライフサイエンス関連の重要な有機化

合物を有効につくることはもちろん，純学問的

に興味ある新しい化合物群もつぎつぎに創り出

されている。有機化学は典型的な分子科学であ

るから，化合物合成の設計における創意工夫こ

そニューフロンティア開拓の礎といえよう。有

用物質の合成戦略において今後は、無尽蔵に地

球で排出され、金星や火星にも豊富な二酸化炭

素、および生命活動に不可欠な水を原料として

取り入れることも地球のみならず宇宙での物質

生産を目した場合、強く求められている。持続

可能社会に貢献するために、エネルギー多様性

に応じることのできる独創的な触媒科学の開拓

とその有機合成への展開を目指して，新奇な有

機金属錯体の触媒作用の開発、および光や電気

を用いる有機合成指向人工光合成の研究に取り

組んでいる。 

 

生物有機化学研究室 

細胞の中では絶えずDNAからRNAが転写され、

RNAからタンパク質が翻訳されている。よって

上流過程であるDNAおよびRNAといった核酸を制

御することで生命現象のコントロールが可能で

ある。当研究室は核酸化学を専門としており有

機化学と分子生物学の両分野にまたがって研究

活動を行っている。具体的には創薬を志向した

核酸誘導体を設計＆合成し、細胞や個体レベル

での活性を評価している。創出した核酸誘導体

は生命科学における基礎研究に利用できると同

時に、医薬品としての応用も可能である。低分

子の核酸アナログから、アンチセンス核酸・

siRNAなどのオリゴ核酸分子、そして近年発展

が著しいmRNA医薬に至るまで、オリジナルな化

学修飾核酸・修飾ユニットを開発することによ

り、これらの医薬モダリティが抱える課題の解

決を図っている。生命科学の世紀と言われる

21 世紀において、その根幹を成す核酸研究の

重要性は日々増している。我々は生物学的手法

に、巧みにデザインした化学的手法を発展的融

合させることにより、生命科学における種々の

課題解決や限界打破を目指し、日々研究を行っ

ている。 

 

光物理化学研究室 

「光がどのように物質と相互作用するか」を

明らかにすることは科学における中心テーマの

一つであり，その探求によって量子力学を始め

現代科学の礎が築かれてきた。なかでも分光学

の発展は，光の「波長」の変化に対する応答か

らその物質の状態を捉える手段を与え，物質科

学の発展に大きな役割を果たしている。 

高い時空間コヒーレンスを持つレーザーの誕

生は，これに加えて光の「強度」をパラメータ

とした新たな研究領域を生み出した。特に，原

子分子内の電場と同等の強度を持つレーザー場

における物質は，「光の衣をまとった」状態の

生成やアト(10-18)秒領域の極めて短い光パルス

の発生など，弱い光の場とは本質的に異なる応

答を示すことが見いだされている。本研究室で

は光のもつ性質を駆使し，(１)先端分光法によ

る超高速ダイナミクスの実時間追跡および（２）

光を反応場とした新たな化学反応過程の開拓と

制御，に向けた研究を行い物質科学の新たな展

開をめざしている。 

 

物性化学研究室 

物性化学研究室は,「数学」と「物理」を「化

学」の力によって繋ぎ、物質の構造トポロジー

に起因する多彩な電子・スピン機能を引き出す

とともに、電子とイオン輸送が協奏する新しい

固体電気化学機能を開拓する。 

化学には「等電子構造」という概念がある。

元素の種類に関係なく、同数の価電子数あるい

は同一の電子配置をもつ化学種は似たような性

質をもつことはよく知られている。それを発展

させた「等結晶トポロジー」で、すなわち、優

れた性質が発現する元素の結晶構造と同一構造

を分子で作ることによって、その性質を再構築

する、あるいはさらに発展させる研究を推進し

ている。炭素同素体にみられるハニカム、ダイ

ヤモンドおよび近年グラフ理論により提唱され

たK4格子の３つのみが、幾何学における「強等

方性」をもつ。それらを分子でつくった「分子

性強等方性物質」は、その構造トポロジーを反

映した極めて特異なバンド構造をもつ。その
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フェルミ準位を制御することで、化学の力でト

ポロジカル物性を演出する。さらに、分子性強

等方性物質のもう１つの特徴である巨大内部空

間を利用して、二次電池やキャパシタなどの蓄

電デバイスを開発している。 

 

量子化学研究室 

理論及びコンピュータの先端技術を駆使して、

化学反応や結合のメカニズムを理解し予測など

を行う研究に取り組んでいる。近年、量子力学

の方程式を高速計算できる技術（「量子化学計

算」）が現れ、化学反応や機能性を計算機上で精

密にシミュレートすることが実現されている。

密度汎関数理論は広く用いられ、実験事実の解

釈や構造予測を与えるなど多様な研究分野との

連携に成功している。本研究室は、量子化学の

枠組みで、化学電子論の挑戦的課題に取り組む。

我々の武器は、世界で初めて達成された高精

度・高速な量子化学計算のアルゴリズムとソフ

トウエアであり、その実績に基づき、適応性を

広げる開発研究を進めている。そして、実験研

究者とも連携を行い、化学の問題に切り込む。

例えば、光合成活性中心に見られる多核金属錯

体の優れた触媒作用や光受容能力が注目を浴び

ており、その機能性に秘める電子的挙動を研究

している。光機能を有する有機分子を特徴付け

る励起構造や発光機構を計算できる高次理論の

開発を行っている。また，計算機を用いた創薬

シミュレーション技術も近年注目されている。

本研究室では，創薬分子の理論設計やそのため

の高効率アルゴリズム開発にも取り組んでおり，

生物学者や合成研究者との連携も含めた研究を

行っている。コンピュータを利用する科学的手

法は今後も重要であり、機械学習などの情報処

理技術を取り入れる研究も推し進めている。 

 

化学科の教育 

化学科へ進級を希望する学生諸君は，１年春

学期に開講される化学基礎Ⅰと１年秋学期に開

講される化学基礎Ⅱ，化学実験は是非履修して

ほしい。とくに実験，観察は研究の原点である

から，実習の時間を大切にして，注意深く実験

を行い，素朴な疑問も十分理解するまで追求し

てほしい。化学基礎ⅠとⅡは，３クラス並行し

て同時に開講され，その全てを化学科の教員が

担当する。 

数学は自然科学の基礎である。微分積分学

Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数論は理学

部の学生にとっては大切な講義である。そのた

め，化学科では微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学

Ⅰ・Ⅱ，複素関数論のうち４科目８単位取得し

ていることが卒業要件となっている。化学の研

究でも，近年数学的手法を用いる機会が増えて

いる。物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物

理学実験は化学の基礎として必要な，講義と実

習である。化学を勉強していく上で，原子，分

子の構造に立脚して考えることは，物質を理解

するのに有用であり，そのためにも物理学の基

礎知識は必須である。化学科を希望するものは

電磁気学Ⅰ・Ⅱを履修することを勧める。生物

化学は化学の重要な一分野であり，特に生物学

との連携で目ざましい発展を遂げている。した

がって，化学研究を追及する見地からも，生物

学基礎を履修することが強く望まれる。また地

学の基礎を学ぶことも，自然科学の広い視野を

持つために有益であろう。 

教養科目および言語文化科目を学ぶことは，

総合的理解力と自主的判断力を高め，豊かな創

造力と新鮮な感受性を養う上で有意義である。

とくに実用的外国語としての英語は，読み，書

き，聞く，話すの能力は今のグローバル社会で

は必須であることは言うまでもなく，言葉の壁

で自分の可能性を制限されないためにも，日々

鍛錬に励むべきである。 

２年生に対して開講される化学科の専門基礎

科目はすべてが必修あるいは選択必修である

（授業内容一覧参照)。４年次に研究室で卒業

研究を始めるには，これらのほとんどの科目に

合格していなければならないので，十分自覚し

て履修することが望まれる。 

また，教職関連の科目はできるだけ早く履修

しておくのが望ましい。これを怠ると２年生，

３年生では時間割の関係で履修できず４年生に

なって特別実験（卒業研究）の妨げとなること

がある。 

化学講究は２年次に開講される。ここでは少

人数のグループにわかれ，演習やセミナーを行

う。 

３年生に進級すると，午前中は講義，午後は

実験（必修科目）である。 

３年生および４年生で受ける選択科目の多く

は，各分野における特定の題目に関して，さら

に掘り下げた議論を通じて高度の知識と考察力
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を養うことを目的としている（授業内容一覧参

照）。 

３年生の終わりまでに，次の要件をすべて満

たした学生は，４年生になると，前述の 10 研

究室・グループのいずれかに配属されて，特別

実験を行う。要件は(1)特別実験以外の必修科

目の単位を全て修得していること（全学教育科

目のうち健康・スポーツ科学，言語文化科目を

含むので注意），(2)専門基礎科目の選択必修科

目（授業内容一覧参照）のうち 30単位以上を取

得していること，(3)卒業要件への不足単位が

特別実験を除いて４単位以下であることの３つ

である。特別実験はいわゆる卒業研究であって，

その研究室の教員の指導の下で，化学の特定の

問題について研究を行う。この中で，学生諸君

は自然現象の中から，どのようにして真理を見

出すかについて，貴重な経験をすることができ

る。 

2011 年 10 月から，英語で行われる授業のみ

で卒業できるG30 プログラム（化学）が，外国

人留学生，日本人帰国学生を対象としてスター

トした。多くの英語による授業が日本語による

授業と並行して行われ，日本人学生がG30 の授

業を受講することも可能である。さらに化学講

究，化学実験，卒業研究などは日本人学生とG30

学生が一緒に学ぶ形をとっており，国際的な環

境で教育が行われている。 

 

大学院 

最近の科学と技術の進歩は目覚しく，大学を

卒業して，先導的な化学研究の仕事に就きたい

と希望する場合には，大学院で勉学及び研究活

動を続けることが強く推奨される。2019 年〜

2021 年の３年間の集計によると，化学科の卒

業生の 85％以上が大学院に進学している。こ

の高い進学率は，次代を担う化学者を期待する

教育者側の熱望と学生の意欲と共に，社会的な

要望，とくに豊かな発想力と創造力を期待する

公立の研究機関や産業界側の要求でもある。 

 

理学研究科は2022年4月，組織改変を行い１

専攻（理学専攻）となり，これまでの物質理学

専攻（化学系）は無機・分析化学コース、有機

化学コース、物理化学コースとなった。 

理学研究科には博士課程があり，前期課程と

後期課程とからなる。前期課程を修了した者に

は修士の学位が授与され，さらに後期課程，約

３年で，博士（理学）の論文審査が受けられる。 

2018年度より始まった，文部科学省「卓越大

学院プログラム」名古屋大学トランスフォーマ

ティブ化学生命融合研究大学院プログラムは，

トランスフォーマティブ生命分子研究所，物

質・生命化学領域，生命理学領域，工学研究科

（化学生命工学），生命農学研究科，創薬科学

研究科が協力する人材育成プログラムで，基礎

力養成カリキュラム，研究突破力養成プログラ

ム，研究総合力養成コースからなる。理化学研

究所,分子科学研究所，基礎生物学研究所の 3

つの研究所が連携研究所として参画し参加学生

は経済支援を受けながら，切磋琢磨することに

よって,「融合フロンティアを拓き，未来の知を

創出する研究人材」を目指す。 

博士号をもつ人材の創出は当大学院教育の重

要なミッションの一つである。高度な先端的学

術研究を主体的に進められる人材の育成を目標

としており，そのための卓越した研究体制が整

えられている。また，日本学術振興会の特別研

究員制度，当学融合フロンティアフェローシッ

プ事業など将来の博士研究者をサポートする奨

学金制度への応募も可能である。 

 

化学科の研究や教育の実情について，さらに

詳しく知りたい場合には，化学事務室（理農館

Ｂ130 号室，電話内線 2961，2481）を通じて，

化学科教務主任に質問，希望を申し出てほしい。

研究室の見学など諸君の要望に応じる。 
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生 命 理 学 科 

まえがき 

生物学は長い歴史を持ちますが、近年、生物が

示す現象を分子の機能として理解しようとする分

子生物学的方法の発展により、 急速な変貌を遂

げました。現代生物学の先鋭的な知の追求によっ

て、生命の設計図ともいえる DNA の構造解明や

ゲノム情報の解析など、生命現象の根本に関わる

事実が次々と解明されました。 

さらに最近では、ゲノム編集技術の発展により遺

伝子を自在に改変できるようになり、また組織再

生の研究も進展しています。一方、物理学や化学、

コンピューターサイエンスをはじめとする異分野

の学問との融合により、生物学は従来の教科書

的・古典的学問から脱皮し、分野を超えた巨大な

総合科学へとその姿を変えつつあります。そして、

その成果の応用は、私達の暮らしと社会を確実に

変革しはじめています。 

そのような潮流を踏まえ、生命理学科では生物

学の基礎から最先端の成果まで、様々な角度から

幅広く教育しています。また、異分野の知見との

融合がますます重要になっているため、高校での

生物学履修の有無に関係なく、多様な個性とバッ

クグラウンドを持つ熱意ある学生の参加を希望し

ています。学部における教育は、主に生命理学専

攻の教員による講義・演習および実習が中心です

が、生物学に関連した最先端科学を幅広くカバー

するため、他大学などから招いた非常勤講師によ

る集中講義も取り入れています。学部 3 年の秋

学期から 1 年半は各研究室で卒業研究に打ち込

み、卒業時には卒業論文を提出して研究発表を行

います。そのような教育により、次世代を担う特

色ある生命科学の人材育成を目指しています。 

生命理学科の構成 

本学科は 1942年に発足した生物学科と、1961

年に設置された付属分子生物学施設（1987年に分

子生物学科として発足）が 1996年に統合されるこ

とにより誕生した。大学院理学研究科生命理学講

座に属する研究グループに加え、協力講座として

遺伝子実験施設、トランスフォーマティブ生命分

子研究所、細胞生理学研究センター、ニューロサ

イエンス研究センター、創薬研究科の他、三重県

菅島にある理学研究所付属臨海実験所を擁してお

り、20を超える研究グループが存在する。各研究

グループの研究内容は以下のとおりである。 

 

 脳回路構造学 

音楽や言語など，音は私たちの生活に様々な彩

りを与える。一方で自分の生存とは無関係な音

は，背景音として無視することができる。この

ように，動物の脳は，感覚器によって受容され

た音がその個体にとって意味を持つか否かを瞬

時に判別できるのである。しかし，どのような

神経回路がどのように動作してそのような判断

を導いているのか，その神経機構には多くの謎

が残されている。私たちは，小さな脳を持ち，

神経機能を制御できる実験ツールが整備された

モデル生物であるショウジョウバエを用いて，

個体にとって重要な音とそれ以外の雑音を弁別

する神経メカニズムの解明に取り組んでいる。

ショウジョウバエの雄は求愛時に，種に固有の

音パターンを持つ「求愛歌」と呼ばれる羽音を

奏でる。このような特徴的な音がショウジョウ

バエの脳でどのようにして解読されるのかを理

解する目的で，私たちは現在，神経解剖学，生

理学，行動実験，数理モデリングを組み合わせ

た解析を進めている。また、求愛行動を制御す

る神経機構一般についても研究を開始し、近縁

種間での脳の進化や，吸血により感染症を媒介

する蚊の特性解明も進めている。このようなシ

ョウジョウバエや蚊を用いた研究から，私たち

哺乳類にも共通する「脳の動作原理」を解明す

るとともに，これらの昆虫の行動原理の理解に

根差した新たな介入方法の発展にもつなげたい。 

 

細胞時空間統御 

 細胞が適切に機能するには細胞骨格やオルガネ

ラ、膜ドメインといった高次構造 の時空間的な制

御が必須である。植物では個々の細胞が細胞壁を
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形成する位置や タイミングを厳密に制御するこ

とにより細胞の分裂、成長、分化を実現し、機能 的

な組織や器官の発生の基盤を担っている。この細

胞壁の形成はダイナミックな 細胞骨格の編成や

膜タンパク質の自己組織化といった分子同士の驚

くほど精密な 連携により導かれる。当研究グルー

プでは、このような分子の振舞を時空間的に 統御

する未知の機構 (時空間シグナル) を明らかにす

るべく、細胞表面に美しい 幾何学パターンの細胞

壁を沈着する道管の細胞分化や、支えのない細胞

質中に細 胞板を構築する細胞分裂に着目して研

究を行っている。シロイヌナズナやコケ植 物に加

え独自の細胞培養系を用い、イメージングや遺伝

学、生化学、構成生物 学、モデリング等の手法を

駆使して研究に取り組んでいる。これにより細胞

内の 分子の振舞いから、細胞が機能する仕組み、

さらには植物の発生・成長の基本原 理の理解を目

指す。 

 

細胞内ダイナミクス 

細胞内のダイナミックな現象の理解を目標とし

ている研究室である。現在最も注目しているのは

植物の微小管細胞骨格である。微小管がどのよう

にして生成され，動的性質を獲得し，さらに，細

胞分裂装置・スピンドルなどの高次構造を形成す

るのかを解明したいと思っている。そのために，

ヒメツリガネゴケを材料に，高解像度の生細胞イ

メージング，生化学および逆遺伝学的解析を組み

合わせて，微小管制御タンパク質の機能解析を行

っている。また，細胞間接着の解離機構や細胞自

死の細胞断片化機構などについて生物毒素等を用

いてその分子機構も研究している。 

 

細胞間シグナル 

分泌型ペプチドをはじめとする細胞間シグナル

分子と、細胞膜貫通型の受容体タンパク質を介し

た細胞間情報伝達機構は、多細胞生物のかたちづ

くりを支える重要なしくみのひとつである。特定

の受容体に特異的に結合するシグナル分子はリガ

ンドと呼ばれるが、複雑な細胞内情報伝達カスケ

ードの最上位に位置するリガンド−受容体ペアを

見つけ出すことは、生物学における大きな課題で

ある。また、植物特有の管状組織である篩管では、

非分泌型ペプチドが長距離移行して情報を伝達す

ることも明らかになっている。さらに細胞間に存

在する多数の糖ペプチドも植物の成長に多面的に

関わる。当研究グループでは、こうした新しい細

胞間シグナルの探索やその作用機構の解明を基軸

として、植物のかたちづくりや環境適応のしくみ

の解明に取り組んでいる。 

 

生殖生物学 

生き物の性は遺伝子や環境などさまざまな要因

によって決まる。一度決まった性を転換させてし

まう生き物もいる。このような多様な性決定や性

転換の背後には，雌か雄かのどちらか一方になる

ことを保障する「性のコアメカニズム」が存在し，

このメカニズムが性を決定することが明らかにな

っている。またこのメカニズムは卵巣や精巣の大

きさや配偶子形成のタイミングなど,生殖の他の

現象とも連動し,生き物の多様な生殖様式をもた

らす原因ともなっている。 

メダカは遺伝的に性が決まる動物でありながら

環境による性決定や性転換が解析でき，生殖のさ

まざまな現象の解析が可能である。研究室ではメ

ダカを用いて性のコアメカニズムの解明を目指す。

またトランスジェニック個体や突然変異体作製，

キメラ解析，網羅的遺伝子発現解析，イメージン

グ等を駆使し機構を解析するとともに，そこから

得られた結果を他の生き物を用いて検証すること

で，生き物が分子機構をどのように変容させ豊か

な性や生殖の現象をもたらすのかを分子細胞レベ

ルで理解することを目指す。 

 

発生成長制御学 

葉緑体やミトコンドリアは生物の発生と成長に

深く寄与している。私たちは，そのしくみの理解

をめざして研究を行っている。具体的には、モデ

ル植物シロイヌナズナとヒメツリガネゴケを用い

た，植物の形態形成・細胞増殖に関与する葉緑体

機能の分子生物学・細胞生物学的研究、および、

ショウジョウバエを用いたミトコンドリアの特殊

化が発生過程において細胞の分化や機能を調節す

る機構の遺伝学的研究に取り組んでいる。また、

ゲノム編集によるラン科植物の育種にむけた基盤

技術の構築にも取り組んでいる。 

 

細胞制御学 

細胞骨格系は細胞の形状・剛性・張力・運動性

などの形態的・力学的表現型を規定する基盤シス

テムである。その代表格であるチューブリンやア

クチンが細胞質内に連続的なネットワークを形成

するのに対し，セプチンは短線維状のオリゴマー

が他の細胞骨格上や細胞膜直下に散在したり，リ
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ングを形成するなどユニークで多彩な特性を持つ。

ヒトゲノムは 13 種類のセプチンをコードするが，

当グループは再構成したオリゴマーが試験管内で

自律的に環状化することを実証し，この高次集合

性が細胞分裂，精子形成，神経突起伸展などに伴

う細胞局所形状・剛性の制御に要求されることを

示した。セプチンは脳に最も多く存在し，シナプ

ス伝達やグリア機能を介して記憶や運動学習など

の高次機能を支える一方，パーキンソン病などで

変性したニューロン内で凝集する。精神・神経疾

患や知的障害との関連はヒトの大規模 GWAS や死

後脳プロテオーム解析でも示唆されているが、不

明な点が多い。そこで，逆遺伝学的手法や胎児脳

への遺伝子導入で遺伝子改変マウスを作製し，行

動薬理学，電子顕微鏡３D 解析，ライブイメージ

ング，プロテオミクスなど多階層にわたる解析を

通じて，記憶固定化、知的障害、神経変性の分子

メカニズムにアプローチしている。 

 

分子修飾制御学 

私たちの体の中でタンパク質は必要なときに合

成され，その役目を終えると分解されています。

従来タンパク質はその合成過程で厳密にコントロ

ールされ，分解過程は細胞内で不要になったもの

の単なるゴミ処理機構と考えられていました。し

かしながら近年の研究により，実はタンパク質分

解もさまざまな生体機能を積極的にコントロール

する制御系であることが明らかになり，非常に関

心を集めています。私たちは，この中でもユビキ

チン-プロテアソーム系を介したタンパク質分解

機構に注目し研究を進めています。特に最近では，

ユビキチン-プロテアソーム系で分解されるタン

パク質を新たに次々と見つけており，その分解の

仕組みと生理的意義の解明を目指して研究を行っ

ています。その結果，細胞内のオルガネラの動態，

代謝，飢餓応答，ストレス耐性をはじめとする様々

な過程においてユビキチン-プロテアソーム系が

果たす新しい働きが見えてきています。研究材料

は，真核細胞のモデルとして出芽酵母を主に用い

ており，分子レベルおよび細胞レベルでの解析を

中心として研究を行っています。 

細胞膜は脂質二重層構造を基本としますが，そ

の内層と外層で脂質の組成や役割が大きく異なり

ます。その様な非対称性は細胞の生存に必須であ

り，その異常は多くの疾患とも関わっています。

最近、脂質非対称性の維持・調節にユビキチン修

飾が深く関わることが明らかになりました。そこ

で、ユビキチン修飾を通した生体膜の恒常性維持

機構にも注目して研究しています。 

さらに私達はこのユビキチンープロテアソーム

系を利用することにより人為的にタンパク質の分

解を制御する系の開発も行っています。この系は

植物におけるオーキシン依存的なユビキチン化シ

ステムを植物以外の生物種に導入したもので、オ

ーキシン添加によって標的とするタンパク質を速

やかに分解・除去することが可能です。私達はこ

の系を用いることによって、様々な生命現象

（DNA 複製、染色体分配、核内構造など）の理

解に努めるとともに、様々な生命現象を人為的に

制御することができないかという視点からも研究

を進めています。 

 

異分野融合生物学 

 最先端計測機器の登場は、今後の生命科学分野

の研究スタイルを大きく変貌させることになる。

生命を構成する最小単位である１細胞レベルで生

命現象を理解する試みが始まっている一方で、こ

れらのアプローチには多種多様でかつ膨大なデー

タを伴う。そして、巨大データが持つ情報を 100%

抽出し、利用することは極めて困難である。なお、

従来の手法で取得される臨床・実験データでさえ

内包する情報を不完全にしか利用できていない場

合もある。生命現象は本質的に高次元で非線形で

あることを考えれば、数理科学、情報学、物理学

など、異なる分野で開発されてきた理論や蓄積さ

れてきた知見を利活用することで、データを制す

ることが期待できる。つまり、適切な分野を融合

することで、定量的な観点からメカニズムを追求

する次世代の生命科学分野を創出できる。私達の

研究の“心臓”となっている武器は「数理モデル

とコンピューターシミュレーション」であり、異

分野のクロスオーバーを前提とした生物学研究を

進めている。そのために、これらの武器をもって

臨床や実験研究の現場に入り込み、データ取得前

段階から研究デザインに限界までコミットする等、

人⇔人あるいはグループ⇔グループの有機的連携

を重視した研究スタイルを貫いてきた。 

 

 究極の目標は、生命の発生から死に至るまでの

現象を定量的に理解すること、であり、特に、病

原体感染や遺伝子異常により誘導される恒常性の

変容や破綻が引き起こす表現型とその制御・操作

に関連した研究に注力している。さらに、生体内

では、細胞内での遺伝子発現の制御からそれぞれ
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のタンパク質が機能し、細胞としての特徴を生み

出す。そして、細胞間で相互作用し合いながらシ

ステムとして機能する細胞群となり、生体内の組

織を維持する。私たちは、これらの過程の時間変

化を統合的に記述するための研究も精力的に推進

している。この様に、様々な生命現象のエンジ

ンになっている『増殖・分化・感染・変異・進

化・適応する要素』が組み合わさって創発するシ

ステムの定量的分析を可能にするユニークで汎用

性の高いアプローチを開発し、個別の生命現象に

対する理解を深める国内ではじめての異分野融合

生物学の研究拠点である。 

 

遺伝学 

多細胞生物の発生過程では、細胞同士がお互い

に協調する、あるいはその競合することで、特定

の形・大きさの組織や器官を構築し、またその恒

常性を頑健に（ロバストに）維持すると考えられ

ています。また最近になり、がんの発生・進展が、

突然変異の蓄積のみならず、細胞同士の協調や競

合を介した細胞間相互作用（細胞間コミュニケー

ション）によっても引き起こされることが分かっ

てきました。当研究室では、ショウジョウバエや

蚊をモデル生物として用い、（１）正確な形・大き

さの組織を構築する仕組み、（２）組織の恒常性を

ロバストに維持する仕組み、さらには、（３）がん

の発生・進展 を担う細胞間コミュニケーションの

分子機構を、遺伝学的手法やライブイメージング、

分子生物学的アプローチ、数理モデリングにより

生体レベルで明らかにしていくことを目指してい

ます。 

 

生体機序論 

生物は生体内のプログラムあるいは外部からの

刺激により，細胞および個体レベルでその機能や

形態を変化させることで，細胞増殖・分化・発生・

再生などのさまざまな生命現象を制御している。

そのような制御を破綻なく行うためには，細胞内

外のさまざまな因子が適切に機能し，かつそれら

がシグナルのやり取りを介して有機的に連携・統

合されることが必要である。本講座では，増殖・

分化・発生・再生などの生命現象を理解するため，

それらを制御する分子機構とそのシグナルネット

ワークについて，線虫および培養細胞を用いた分

子生物学的な解析を行っている。特に，神経切断

後に起こる神経軸索の再生機構や，細胞増殖を制

御するシグナル伝達機構に着目し，それに関わる

因子の生体内での機能や制御メカニズム，上流お

よび下流のシグナルネットワーク等について解明

を進めている。これらの研究を遂行することによ

り，それぞれの生命現象に潜む制御機序を明らか

にすると同時に，将来的な創薬・医療の礎となる

成果を得ることを目指している。 

   

微生物運動 

「細胞運動」は最も基本的な生命活動であり、

我々は微生物、特に細菌がべん毛を使って運動す

る仕組みを研究している。細菌は細胞から突き出

た長いらせん状のべん毛線維を、その根元の細胞

表層に埋め込まれたモーターによってスクリュー

のように回転させて溶液中を泳いでいる。べん毛

モーターは生体が持つ唯一の回転運動器官で、細

胞膜を介したイオンの電気化学勾配によって駆動

する独自のエネルギー変換機構を備えた超分子ナ

ノマシンである。しかしエネルギー変換の仕組み

だけでなく、モーターの回転方向や速度の制御機

構、そしてべん毛装置の形成位置や数の制御機構

といった多くの謎が残されている。そこで我々は、

エネルギー変換ユニットである固定子と、回転方

向の制御に関わる回転子リングの両方に着目し、

構造と機能の関係を解き明かすことでモーターの

仕組みを明らかにしようとしている。分子生物学

（変異体解析）・細胞生物学（タンパク質局在）・

生化学（タンパク質精製・活性測定）・生物物理学

（運動能・回転の測定）・構造生物学の手法を用い

て研究を進めている。複雑な生き物を使わずに、

単純で増殖の速い細菌を用いて、生体超分子の働

く仕組みと、適量配置機構の解明を目指した研究

を進めている。 

 また、神経機能の老化を引き起こす、遺伝的要

因と環境要因について、線虫 C. elegans を用いて

研究を行っている。 

 

植物生理学 

本グループでは，植物における環境応答のシグ

ナル伝達と概日時計の分子機構について主に研

究を進めている。土に根を伸ばし固定的な生活を

営む植物は，変転する周囲の環境（光，水分，栄

養，温度等）に的確に応答し，成長しなければな

らない。植物の表皮に存在する気孔は，これらの

環境変化に応答して開閉を行うことにより，光合

成に必要な二酸化炭素の取り込み，蒸散や酸素の

放出など植物と大気間のガス交換を調節してい

る。我々は，このような特徴をもつ気孔孔辺細胞
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を環境応答のモデル材料として，青色光による気

孔開口反応や植物ホルモン・アブシジン酸による

閉鎖反応のシグナル伝達について研究を進めて

いる。また，二酸化炭素は植物によって重要なシ

グナルとしても作用する。植物は、葉内二酸化炭

素濃度の変化を感知して気孔を開閉し、蒸散によ

る水分損失と二酸化炭素の取り込みを最適化し

ていると思われる。我々は，モデル植物シロイヌ

ナズナやソラマメ、ツユクサを用いた多角的アプ

ローチにより、植物の二酸化炭素感知の分子機構

について解析を進めている。 

 

細胞生物学 

多細胞生物は，複数種の細胞が寄り集まって，

はじめて一個の生命体として存在し得る。このこ

とからも，細胞接着が多細胞生物にとって必須の

機能である事は明らかである。細胞接着の様式に

は大きく分けて、細胞と細胞を直接結び付ける「細

胞-細胞間接着」と細胞を細胞外の基質（コラーゲ

ンなど）に結び付ける「細胞-基質間接着」がある。

複雑な多細胞生物の体の形成と維持は，これら細

胞接着機能を担う様々なタンパク質複合体が巧み

に制御されることで可能になっている。私たちは，

上皮組織でよく発達している細胞-基質間の接着

装置ヘミデスモソームを主な研究対象としている。

特に，上皮組織の中でも重層上皮に分類される表

皮の分化・形成・維持におけるヘミデスモソーム

の役割について注目し，解析をおこなっている。

その研究結果は，多細胞生物の体制を支えている

基本的な分子メカニズムの理解につながるものと

考えている。 

また，生体膜の動的形態分子制御機構の解明に

も取り組んでいる。リポソーム（人工膜小胞）は

脂質二重膜の最も単純化したモデルで，多くの生

体膜の研究に用いられている。特に直径が 1 ㎛を

越える巨大リポソームは，光学顕微鏡を使い直接

リアルタイムで観察することができる。この巨大

リポソームを用いて，膜の裏打ち構造を構成する

タンパク質，膜作用性ペプチド，生体由来の両親

媒性化合物などとの相互作用によって引き起こさ

れる膜のダイナミックスを捉え，その仕組みを明

らかにすることを通じて，生体膜の動的な形態制

御の分子機構の解明を目指している。さらに，タ

ンパク質やペプチドなどの生体高分子の分布や挙

動が，生体膜や細胞内小器官の動態を決める機構

についても研究を進めている。 

 

器官機能学 

脊椎動物において、受精卵から複雑な構造と機

能を有する器官が形成する過程は、正確に制御さ

れている。私達の研究室では、ゼブラフィッシュ

やメダカ等の小型魚類を用いて、大きく二つの研

究テーマで、脊椎動物の器官形成および機能を制

御する分子メカニズムの解析を行っている。一つ

は、動物の複雑な行動を制御する神経回路に関す

る研究である。発生過程において、神経組織では

前後軸に沿って個々の神経領域が決定され、その

領域で神経幹細胞または神経前駆細胞が産生られ

る。ニューロンは、これらの細胞から産生され、

細胞移動しながら神経突起を伸長し神経回路を形

成する。本研究室では、神経回路のモデルとして、

小脳に焦点を当て研究を進めている。小脳神経回

路形成の分子メカニズムを理解するとともに、運

動学習や恐怖応答学習等の高次機能における小脳

神経回路の役割の解明を目指している。もう一つ

のテーマとして、神経堤細胞の分化機構の解析を

行っている。神経堤細胞は、脊椎動物初期胚の背

側に形成される幹細胞であるが、色素細胞を含む

種々の細胞種に分化しながら移動し、機能を発揮

する。神経堤細胞から多様な細胞へ分化過程を制

御する遺伝子カスケードの解明を行っている。 

 

※協力講座等 

 

理学研究科附属臨海実験所 

海洋生物学 

臨海実験所は、三重県鳥羽市菅島の海岸に設置

されており、豊富な生物資源を研究材料に用いる

ことが可能である。研究所内は複数の研究チーム

が連携しながらマクロ生物から有機化学まで様々

な視点から海洋生物学の研究を推進している。細

胞生物学チームでは海藻における細胞内動態の研

究が行われている。たとえば細胞分裂はすべての

生物にとって基盤的な活動だが、このプロセスに

おいてですら海藻では「常識外れ」の様式が存在

することが示唆されている。同様に、海に生息す

る真菌類についても、モデル生物での知見が当て

はまらない細胞の成長や分裂の様式が観察される。

細胞骨格、染色体の動態観察や必要遺伝子の同定

を通じてこれらの一見独自の細胞増殖の仕組みを

明らかにすることを当面の目標としている。生物

多様性・系統進化学チームでは海洋生物の分類・

系統を元に形や生態の進化を研究している。どこ

にどのような何という名前の生物がいるか、そし
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てその形や生態はどのように進化してきたか、を

フィールド調査を行いながら明らかにする。海洋

生物化学チームでは、海洋生物がもつ低分子有機

化合物の構造と生合成機構の解明に取り組んでい

る。海洋環境中で生産される多種多様な化合物が

どのような機能と構造を持ち、どのように生産さ

れるのか、分析化学とゲノム解析を通じて明らか

にすることを目指している。 

 

遺伝子実験施設 

多細胞秩序 

多細胞生物の個体内では多種多様な多くの細胞

が互いに連絡を取り合い協調して活動している。

その結果、多細胞の集合体である個体の形が巧み

に作られたり、環境の変化に個体として柔軟に対

応したりすることができる。私たちの研究室では、

それら細胞群の秩序がいかに作られ維持されるの

かに興味を持ち、そのために作動する仕組みの解

明を目指している。とりわけ、芽生えた場所の変

わりゆく環境の中で柔軟に生き抜くための様々な

戦略を進化の中で獲得してきた植物を題材に、多

細胞秩序のために細胞間で伝達される様々な情報

の分子実体の追求や、その情報伝達の仕組みの解

明に取り組んでいる。また、それら情報分子群の

働きの人為的な改変も進めている。さらに、人工

化合物を活用して多細胞秩序の新制御点を発掘す

る試みも行っている。 

 

植物分子シグナル学 

免疫系は，多細胞生物の生存，恒常性維持にお

いて重要な役割を担っている。自然免疫はホ乳動

物や植物などの多細胞生物に広く保存されている

感染防御機構であり，特に植物は固着の生活を営

むが故に，極めて高度に発達した制御機構を保有

している。私たちの研究室は，生物が普遍的に持

つ免疫システムと，植物固有の防御機構を分子レ

ベルで解明することを目的としている。免疫系は，

気温，光，乾燥状態などの環境シグナルとの相互

作用によりその発現が巧妙に制御されていること

からこのグローバルなシグナルネットワークも明

らかにする。 

また，イネやシロイヌナズナ，タバコ，好熱性

藍色細菌，好塩性古細菌などの植物を生物材料に

用いて，ゲノム機能学の観点から，「植物細胞にお

ける３つのゲノム（核，ミトコンドリア，葉緑体

のゲノム）間の相互作用」や「植物の生物時計・

花芽形成制御の分子機構」，「古細菌の分子生物学」

などを課題にして研究している。 

 

細胞生理学研究センター 

細胞生理学 

当研究グループは細胞膜や細胞内膜を介したシ

グナル伝達機構が担う生命現象の理解を目標とし

て、膜タンパク質の構造と機能の研究を行ってい

ます。チャネル、ポンプ、Gタンパク質共役型受

容体などの膜タンパク質は、神経伝達や細胞間連

絡、膜を介したイオン輸送を担うことで、様々な

生命現象や組織恒常性の維持に関わっています。

膜タンパク質の高分解能解析は、それらが担う機

能を原子レベルで理解するための助けとなります。

同時に膜タンパク質は創薬標的分子としても大き

な割合を占め、その構造情報は新規創薬に向けた

化合物設計への応用が期待されます。具体的な構

造解析の手法として、クライオ電子顕微鏡法を用

いており、これは結晶化を必要としない構造解析

手法として近年目覚ましい発展を遂げています。

当研究グループでは創薬標的として重要な膜タン

パク質の立体構造研究を行うとともに、クライオ

電子顕微鏡用の試料調製の最適化に力を入れてい

ます。また膜タンパク質が本来機能する脂質二重

膜に埋まった状態での構造解析を行うため、ナノ

ディスクやリポソームへの再構成技術に積極的に

取り組んでいます。構造生物学、生化学、細胞生

物学、計算機科学を融合して、生体膜を介した情

報伝達分子機構の解明を目指した研究・教育を行

っています。 

 

創薬研究科 

構造分子薬理学 

構造分子薬理学は，創薬科学研究科に所属する

研究室であり，二つの異なる学問分野（NMR 構

造生物学と核酸有機化学）を融合して，次世代の

医薬品の開発を目指しつつ，新しい学問としての

創薬科学を確立していこうというコンセプトの研

究室である。研究室は，廣明教授が指導する「タ

ンパク質・ペプチドの NMR 立体構造に基づいた

創薬」を行うグループと，兒玉准教授が指導する

「立体構造を高度に制御したオリゴ核酸を利用し

た創薬」を行うグループが，緊密な連携を保ちな

がら研究を進めている。NMR は大きなタンパク

質の立体構造決定には不向きな一方，小さなタン

パク質ドメインと低分子リガンド(医薬品・ペプチ

ド)との相互作用の迅速な検出が得意な手法であ

る。そのため，専らドッキングシミュレーション
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による，いわゆるインシリコ創薬の，検証手段と

して利用している。他方，核酸医薬研究では、核

酸の化学構造を様々に改変した人工核酸の創製を

目指している。 

研究室の指導方針は，「骨太の基礎科学（立体構

造解析・熱力学・生物物理学・有機化学）を究め

創薬の出口にまでつなげること」である。また，

研究テーマは，タンパク質・ペプチド・オリゴ核

酸を研究対象とした，細胞接着装置制御分子・抗

ガン剤・抗ウイルス薬・バイオ医薬保護剤の開発

と核酸医薬の基盤研究，そしてそれに関連する要

素技術の研究である。 
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地球惑星科学科 

まえがき 

われわれにとって，かけがえのない地球。人

類も地球のたどってきた長い歴史の必然的産物

として誕生した。この地球という第一級の対象

を諸惑星との比較において研究するのが地球惑

星科学である。 

地球惑星科学は，対象とする地球および諸惑

星の，過去・現在・未来の状態を解明するため

に，あらゆる手段を動員する。この「対象志向

型」である点に，研究の大きな特徴がある。地

球や惑星について観察される自然の状態には時

間的ならびに空間的な特質があり，個性がある。

地球惑星科学の特徴は「個性的対象志向型」で

あるともいえよう。しかし，この個性的対象に

おいても，諸現象は，物理学や化学の一般法則

に支配されている。従って，地球惑星科学には，

個性的対象から法則性を抽出し，これを個性的

対象に還元適用して，普遍的認識に持ちこすと

いう役割がある。地球惑星科学はこうして得ら

れる普遍的認識を通じて，かけがえのない地球

の未来と，それに深いかかわりを持つ人類の未

来の発展に貢献するものである。 

 

地球惑星科学科の構成 

本学科は 1949 年に全国で初めて地球科学科

として創設され，1992 年に「惑星としての地

球」を強く意識し地球惑星科学科として名称を

変更した。1996 年には大学院重点化にともな

い新たな研究分野を加えて，地球惑星地質学，

宇宙地球化学，地球惑星物理学と大学院を中心

とする地球惑星システム学および地球惑星環境

学の５大講座制へと移行した。2001 年の環境

学研究科の発足に伴い，それぞれの講座は，同

研究科地球環境科学専攻の地質・地球生物学，

地球化学，地球惑星物理学，地球環境システム

学，地球惑星ダイナミクス，地球史学の６大講

座に改変され移行した。その後，大気水圏科学

や生態学のグループが加わり，現在は地質・地

球生物学，地球化学，地球惑星物理学，地球環

境システム学，大気水圏科学，生態学の６グル

ープを中心として，地球惑星ダイナミクス，地

球史学，地球水循環科学のグループの協力を得

ながら，次に紹介するような理学部における地

球惑星科学諸分野の教育を担当している。 

 

○地質・地球生物学 

テクトニクス：太陽系の惑星群の表層部に見

られる「もの」と，それが形作る「パターン｣，

およびその変化の歴史を研究するのが本研究室

である。たとえば，地球を例にとればふだん何

気なく見過ごしている，道路脇の崖や川沿いの

岩場にも何十億年にもわたる地球の歴史を秘め

た物質が様々な構造をもって露われている。そ

こから本質的な情報を抽出するのが野外調査で

あり，それには，綿密な観察眼，鋭い直観力，

幅広い知識，逞しい体力が必要である。さらに

持ち帰った試料の化学分析や電子顕微鏡観察な

どの実験，コンピューターで数理的モデルを扱

う技術などがこれを支えている。地球の研究で

得られた成果は，探査衛星のデータなどを利用

しながら，他の惑星の形成過程の解明に応用さ

れる。また，これらの知識や手法は，石油など

の地下資源の探査・開発，自然災害の予知・軽

減，さらには土木工学の面からも重要視されて

いる。 

 

岩石鉱物学：地球型惑星の主体をなす岩石と

それを構成する鉱物は，それらが経験した物

理・化学的環境の変遷を，変形構造，反応組織

や化学組成の不均一構造として記録したタイム

カプセルである。これらの情報を解読し，地殻

－マントルの相互作用と進化を明らかにするた

め，野外地質調査，岩石試料の光学的観察や

様々な組織・組成分析などの手段を駆使して研

究を行っている。グローバルな学術研究を推進

しており，世界各地の地質体及び海洋底調査な

どのプロジェクトにも携わっている。現在の研

究テーマとしてマントル岩の変形プロセスや火

成岩類を中心とした島弧の進化，及び沈み込み

型および大陸衝突型変成帯の形成や酸性火成岩

類を中心とした島弧の進化が挙げられる。また，

変成帯のテクトニクスを理解するために岩石

学・構造地質学・鉱物学・年代学の手法を融合

した新しい研究法の構築に挑戦している。 

 

生物圏進化学：地球史のなかで，生物および

生態系は地球環境と互いに影響を及ぼしつつ，

大きな変遷を遂げてきた。すなわち，生物が地

球環境を変え，地球環境が生物進化に影響を与
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えてきたのである。このような背景のもと，本

研究室では，生物および生態系の進化やそれら

と地球システムの相互関係を，古生物学，堆積

学，地球化学的視点から解明する研究を進めて

いる。特に，示準化石と安定同位体比を用いた

年代層序学，堆積構造や地球化学的アプローチ

を複合した地球史イベント時の環境変化の実態

を解明する研究，フィールド調査と掘削コアの

分析に基づいて第四紀のサンゴ礁生態系と古環

境変化への対応を解明する研究，軟体動物の系

統発生や形態・生態の多様性を進化学的アプロ

ーチから明らかにする研究に力を注いでいる。

なお上記の目的を達成するために，地球科学分

野における重要な国際共同研究計画であるIODP

（統合国際深海掘削計画）やICDP（国際陸上科

学掘削計画）に積極的に参加し，同時に，両計

画の科学・運営面に関しても国内外で多大な貢

献を果たしている。  

  

○地球化学 

地球化学は，化学的な原理や手法を使って自

然界を構成する物質の成因や履歴を明らかにし，

太陽系や地球に存在する物質の分化や循環を探

ろうとする学問分野である。この地球化学では，

物質の元素組成，化学組成，同位体組成への関

心を出発点として，その物質が生成・消滅する

反応を扱っている。現在，地球化学講座では，

地球，宇宙，環境という３つの切り口で研究を

進めている。具体的には，太陽系で唯一水をた

たえた地球において元素がどのように分配され

てきたか，地球を形作った隕石などの宇宙物質

がどのような化学進化を遂げてきたか，人類活

動期を含めた地球表層環境がどのような変遷を

遂げてきたかを明らかにしようとしている。 

現在進行中の研究テーマは，隕石物質の同位

体組成から見た太陽系の進化，衝撃と熱による

有機化合物の化学進化，原始惑星系星雲におけ

る物質の観測，大洋底堆積物の同位体組成から

見た過去の地球表層の環境変化，堆積物試料を

用いた海洋環境の汚染評価指標の確立などであ

る。これらの研究では実験室で合成される物質

と自然界の物質の両方を扱うが，どちらも同様

の物質科学の原理に従うはずである。我々はこ

の原理を考慮して合成物質も自然物質と同じと

考え，宇宙や地球の物質の特質とその歴史の解

明を目指している。 

○地球惑星物理学 

われわれは，長い地球の歴史の結果として生

まれた地球の一部分である。その地球の一部分

が惑星地球全体の理を理解しようと悪戦苦闘し

ている。地球が，自分自身を内観している。 

約 46 億年前，生まれたての太陽を巡るガス

円盤の中で，岩石や氷の塵から無数の惑星の卵

が形成された。これらは衝突合体を繰り返し，

少数の大きな惑星へと成長した。初期の地球は，

微惑星の頻繁な衝突により，どろどろに融けた

岩石が地表を覆い，大気は水蒸気を主成分とし

ていた。このとき，鉄は融けて地球の中心まで

沈み，地球のコアと呼ばれる部分ができた。そ

の後，地球は冷却を続け，海洋の形成，地殻の

発達，コア中心部の固化，マントル対流の変容，

大陸形成などの様々のイベントが歴史を彩った。

また，太古の海洋で誕生した生命は，一方で地

球環境の変動や隕石の衝突の影響を受けて，絶

滅と適応拡散を繰り返しながら進化し，他方で

酸素大気を持つ青い惑星・大地を森林が被う緑

の惑星を育んだ。 

この壮大なシナリオを検証することによって，

現在の地球，さらには地球環境問題の本質を真

に理解できると考える。そこでわれわれは以下

のような研究を行っている。 

惑星のできかたを知る：固体惑星のもととな

った，煙草の煙程度の大きさ（0.1 ミクロン）

の塵（ダスト）は，どこでどのようにして作ら

れたのか？また，そこから半径 6400 キロメー

トルの地球やさらに巨大な木星型惑星までどの

ようにして成長したのか？天文観測や室内実験，

さらには惑星探査の成果をもとに，われわれは

素過程の物理的な理解と，それに基づいた数値

シミュレーションを行うことで惑星形成プロセ

スの研究を行っている。近年の天文観測による

と，多くの星の周りには惑星が存在しているこ

とが明らかになってきている。いろいろな星の

惑星系と我々の太陽系とを共通の枠組みで比べ

る「比較惑星形成論」という立場から，われわ

れを含む生命を生んだこの太陽系が，どのよう

な点で特別で，どのような点であるいはありふ

れたものかを明らかにしたい。 

地球内部の動きを知る：地球になぜ磁場があ

るのか？大陸はなぜ移動するのか？深海底にな

ぜ生き物がいるのか？なぜ地震が起こるのか？

なぜ火山が噴火するのか？われわれは，理論的

考察，数値シミュレーション，観測データ解析
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などを行うことにより，地球内部のダイナミッ

クなプロセスを理解しようとしている。とくに，

地球の層構造（地球表層・マントル・コア）の

間の「多圏間相互作用」が地球の活動を理解す

る鍵を握っていると考えて研究を進めている。 

 

○地球環境システム学 

本講座は，地質学，地球惑星物理学，地球化

学，森林生態学，景観生態学，リモートセンシ

ングなど，複数の学問分野の知識を組み合わせ

て，分野間の横断的研究を行い，“新たな研究手

法の開発”と“新研究領域の創出”を目指して

いる。現在の研究テーマとしては，リモートセ

ンシングを観測ツールとして用いることにより，

岩石・鉱物の識別と広域マッピングのためのア

ルゴリズム開発，地球環境変動による植生等の

地表面変化の実態把握，都市域の拡大監視など

に取り組んでいる。また，現在の環境問題を地

球と人間社会にまたがるひとつのシステムの問

題として捉え，持続可能な社会のあり方を構想

する研究を行っている。そのために微生物を活

用した農業技術の開発や自然エネルギー利用技

術の開発，森林や里山生態系における生態学的

診断と農学や社会科学的手法を用いた治療法の

提案，これらの技術を組み合わせた自立した地

域デザインなどを行っている。 

 

○大気水圏科学 

大気・海洋・陸域や，そこで進行する人間活

動も含めた生命活動について，物理，化学，生

物などを複合的に利用した研究と教育を行うこ

とで，地球表層環境を包括的に理解し，過去・

現在・未来の地球環境の動向を，正確に把握す

ることを目指しています。具体的には，以下に

挙げる 6分野の教育と研究を推進しています。

教員は，大学院環境学研究科地球環境科学専攻

の大気水圏科学系（地球環境変動論講座・気候

科学講座・物質循環科学講座・地球水循環科学

講座）に所属する教員で構成されています。 

 

大気科学・大気化学：大気中の温室効果気体

やオゾン，エアロゾルなどの変動・変化メカニ

ズムの解明と予測を目指しており，①全球規模

の数値シミュレーションや衛星データを用いて，

大気環境変化や気候変動のメカニズムを明らか

にする，②先端計測技術を活用した野外観測や

室内実験を通じて，大気エアロゾルの化学的・

物理的な特性や，その成長過程を解明する，③

先端計測技術を活用した野外観測を通じて，大

気中の温室効果気体やオゾン，窒素酸化物など

の起源や挙動を解明する，といったテーマにつ

いて，基礎と応用の両面で教育・研究を展開し

ています。 

 

気象学・ 雲降水科学：ミクロスケールの雲

粒や，数キロメートルスケールの積乱雲，さら

に千キロメートルスケールの台風まで，雲や降

水（雨・雪）に関する様々なスケールの現象の

統合的な理解を目指し，気象レーダ・気球・航

空機を用いた観測と，雲解像数値モデルを用い

た解析を実施しています。また，最新の衛星搭

載レーダや地上設置レーダも活用することで，

データ解析の新手法開発にも挑戦しています。 

 

生物地球化学：地球上の生命活動によって駆

動されている，温室効果気体や栄養塩といった

環境物質の循環速度を，先端計測技術を活用し

て定量化し，地球環境や生命環境の現状把握と

将来予測に挑戦しています。また，地球環境中

に放出された汚染物質の起源解明や，地球環境

の自己修復能力の定量化にも貢献しています。 

 

気候学・気候変動：樹木年輪やサンゴ，アイ

スコア，微化石などの化学分析や同位体分析を

通じて，過去数百年から数千年間の気候や海洋

環境を復元しています。また，地球規模の水循

環変動や乾燥地災害に関する研究も行っていま

す。 

 

海洋学：観測船や潜水船，係留系，リモート

センシング技術等を利用して海洋域の観測を実

現し，地球環境における海洋の役割や，海洋物

質循環の定量化に挑戦しています。また，大

気・海洋・波浪結合モデルの発展と応用研究も

進めます。 

 

雪氷学：雪氷圏に関わる多様な現象の統合的

な理解を目標に，実験，観測，モデル構築とい

った多角的な手法で教育と研究を展開していま

す。また，現地観測データや衛星観測データを

用いて，気候変動に対する雪氷圏のレスポンス

を定量化しています。さらに，極域や高山域に

おけるアイスコア掘削と，それを用いた古環境

復元にも取り組んでいます。
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○生態学 

 地球環境は，生物圏の進化との相互作用の中

で大きな変遷を遂げてきた。この認識にもとづ

いて，本講座は生物の多様な適応進化とその総

体としての生態系の成立とその機能に関する研

究・教育を行う。生物や生態系についての深い

理解を得ることによって，地球環境問題の根源

である自然と人間社会の関係を再考し，問題を

認識する力や解決する力を養う。これらの目的

を達成するため，フィールドワークを中心に，

分子生物学，地球化学，古生物学，統計学など，

多岐にわたる分野で用いられている手法を駆使

する。 

 現在の研究テーマは，大きく２つの内容を含

んでいる。工学センサを野生動物に装着するバ

イオロギング手法を用いた野生動物の生態解析

や行動意思決定の解明，そして原始地球におけ

る生態系の姿とその進化の解明や現生河川生態

系の構造解析などである。 

 

○地球惑星ダイナミクス 

地球の表層はプレート運動によって絶えず変

化し，プレート間の相互作用は活発な地震・火

山活動などの諸現象を引き起こす。本講座では，

このような地球ダイナミクス現象のしくみを解

明し，予測につなげる最先端の研究を行ってい

る。本講座の教員は環境学研究科附属地震火山

研究センターに所属し，地球惑星物理学講座と

連携して教育を担当している。次世代の地震火

山研究や災害軽減を担う人材の育成，国際的な

共同研究にも力を入れている。 

西南日本の南海トラフでは，フィリピン海プ

レートの沈み込みに伴って 100年程度の間隔で

マグニチュード８級の巨大地震が繰り返し発生

している。これらの地震発生域周辺でスロース

リップや深部低周波微動と呼ばれる現象が発見

されるなど，プレート境界の総合的な研究を通

じて，沈み込みに伴う物理過程の理解が進みつ

つある。本講座では，海底地殻変動観測技術や

精密制御弾性波震源（ACROSS）の開発とそれを

用いた観測，地震・地殻変動データの解析，数

値シミュレーションなどを通じて，巨大地震発

生過程の解明を目指した研究を進めている。 

内陸には多くの活断層があり，中部地方でも

過去に大地震が発生している。本講座では，稠

密GNSS観測による地殻変動の把握，地震データ

解析による内陸応力状態や地殻内流体圧分布の

推定などの多様な研究を進めている。また，

2014 年に水蒸気噴火が発生した御嶽山につい

ては，全国の関係機関と協力して地震・地殻変

動観測網の整備を進めつつ，新たに地球電磁気

学的調査を開始するなど，熱水系の火山活動を

解明して噴火予測につなげる研究を行ってい

る。 

 

○地球史学 

現在の地球の姿は，地質時代から現代までに

起きたさまざまなイベントの集積結果であり，

また同時に，未来の地球の姿を映し出す鏡でも

ある。本講座では，地球年代学をはじめ，地質

学，岩石鉱物学，地球化学，古生物学等の幅広

い地球科学的手法を用いて，46億年にわたる地

球の歴史と現象，その未来に関する多様な問題

を取り扱っている。自然現象から人類活動まで

を視野に入れ，地球を構成する岩石・化石はも

とより，地球外の隕石や考古資料・文化財をも

対象にした各種の年代測定，資料情報の解析と

分類・整理，フィールドワークによる試料の産

状や時間的関係の解明などに関する教育・研究

を展開している。 

 

地球惑星科学科の教育 

地球惑星科学科は太陽系の起源・進化および

地球・惑星の内部と表層の諸現象に関する研究

と教育を行う。地球や惑星における諸現象を解

明するのに２つの方法をとる。１つは，時間

的・空間的特徴，すなわちあるがままの状態を

客観的に認識し，そのよって来る経緯を調べる

ことであり，他の１つは，それらの現象を没個

性的な物理学・化学の法則に還元して理解しよ

うとすることである。２つの方法は，各々，タ

テ糸とヨコ糸にたとえられ，相補ってはじめて，

地球や惑星における現象の総合理解が成り立つ。

現在，地球惑星科学科にあるこれら各講座の内

部でも，タテ糸とヨコ糸の２つの方法が駆使さ

れており，さらに地球惑星科学科全体としても，

共同研究や共同授業による密接な連携が保たれ

ている。他の大学においては地質学科と地球物

理学科が分離し，さらに地球化学という講座が

存在しない時代に，名古屋大学では，このよう

な総合システムを採り入れて出発した。それは，

地球という大きい対象を研究するのに，タテ糸

とヨコ糸という２つの方法を意欲的・総合的・
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多面的に用いることが必須であるという，先見

性のある正しい見通しがあったからである。地

球惑星科学科の前身である地球科学科の卒業生

は，単に地質学・地球物理学などの専門家とし

てだけでなく，総合的な地球科学の研究者ある

いは技術者として，独特の仕事をしている者が

多い。地球惑星科学科の新しい教育は，さらに

高い視座に立ち，さらに広範な知識体系の確立

を目指す。 

 

地球惑星科学科を希望する学生のために 

地球惑星科学科において行われる教育と研究

は，すべてその基礎に物理学と化学の知識を必

要とするばかりでなく，各種実験と応用数学の

素養も欠くことはできない。これらについては，

専門化された教育・研究に入る前に，各自でき

るだけ履修することが望ましい。１年次での学

習を特にすすめる科目は，理科系の数学，物理

学，化学，生物学とその実験である。地球惑星

科学の入門のために専門基礎科目として地球惑

星科学の最前線を開講している。また，地球惑

星科学を学ぶには，自然の観察が大切である。 

実用的外国語の学習は特に強く望まれる。地

球惑星科学は非常に多くの分野と関連が強く，

広い分野における研究の進展について常に熟知

している必要がある。従って短時間に多量の外

国語の文献を読むことも少なくない。特に英語

は，一つの外国語というよりは，科学技術分野

における国際語としての役割をもつことに留意

してもらいたい。 

 

その他 

地球惑星科学科についての最新の情報は以下

のホームページに掲載されているので，参照の

こと。 

https://www.eps.nagoya-u.ac.jp/ 

 

※１ 本学科の卒業生の多くは大学院へ進学す

るが，最終的には，大学はもとより国公・

民間の研究機関，民間会社，教育機関，博

物館などで活躍している。 

※２ 就職と取得資格の関係について 

教員となるためには，教育職員免許状を

取得しておかねばならない。また，博物館

の学芸員となる場合も，学芸員の資格取得

が必要である。こられについては「諸手続」

の一項目として詳述されているので，その

項を参照のこと。 

地球惑星科学科卒業生は，学科の必修カ

リキュラムとして，測量に関する実験・実

習を履修しているので，国土交通省国土地

理院に測量士補の登録申請を行うことによ

って，測量士補の資格が得られる。 

 

〈測量士補登録申請について〉 

登録申請書を，国土地理院ホームページ

からダウンロードし，学位証明書，成績証

明書，手数料を添えて，国土地理院総務課

試験登録係（つくば市）に申請すること。 
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２．理学部授業科目表・卒業要件単位数表 

数 理 学 科 

科  目  区  分 必  修 選択必修 選  択 合  計 

全 
 
 

学 
 
 

教 
 
 

育 
 
 

科 
 
 

目 

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1   1 

基 礎 セ ミ ナ ー 2   2 

言 語 文 化 科 目 

英 語  8   8 

初 修 外 国 語 1   1 

日 本 語 （ 留 学 生 の み ） （2）   （2） 

健 康 ・ ス ポ ー ツ 
科 学 科 目 

講 義  2   2 

実 習  2   2 

デ ー タ 科 学 科 目 
講 義  1   1 

実 習  1   1 

自 然 系 基 礎 科 目 

微 分 積 分 学 4   4 

線 形 代 数 学 4   4 

複 素 関 数 論 2   2 

電 磁 気 学  

4 

 

4 

物 理 学 基 礎   

物 理 学 実 験   

化 学 基 礎   

化 学 実 験   

生 物 学 基 礎   

生 物 学 実 験   

地 球 科 学 基 礎   

地 球 科 学 実 験   

国 際 理 解 科 目    

4 4 現 代 教 養 科 目 
人 文 ・ 社 会 系   

2 
学 際 ・ 融 合 系   

超 学 部 セ ミ ナ ー    

合  計   28 4 4 36 

専
門
系

科
目 

専 門 基 礎 科 目 16  
｝48 ｝96 

専 門 科 目 20 12 

 合  計   36 12 48 96 

 卒 業 要 件 単 位 数   132単位 

 

(注)１．初修外国語については、「多言語修得基礎」を修得すること。 

２．専門科目の選択必修 12 単位は卒業研究（科目名が「数学研究」というもの）２科目分である。 

３．卒業研究を履修するためには，理系基礎科目の微分積分学Ⅰ-Ⅱ，線形代数学Ⅰ-Ⅱ 計８単位

をすべて修得している必要がある。 
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授 業 科 目 表 

数 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

現 代 数 学 基 礎 ＡⅡ ０６１５２１０ 講 義 ４ ２年 秋学期 必 修 

現 代 数 学 基 礎 ＢⅡ ０６１５１１０ 講 義 ４ ２年 秋学期 必 修 

現 代 数 学 基 礎 ＣⅡ ０６１０２１０ 講 義 ４ ２年 秋学期 必 修 

現 代 数 学 基 礎 ＣⅢ ０６１４８２０ 講 義 ４ ２年 秋学期 必 修 

数 学 演 習 Ⅴ ０６１３５３０ 演 習 ２ ２年 秋学期 必 修 

数 学 演 習 Ⅵ ０６１３５４０ 演 習 ２ ２年 秋学期 必 修 

確 率 ・ 統 計 基 礎 ０６１３３２０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

計 算 数 学 基 礎 ０６１３３１０ 講義及び演習 ３ ２年 秋学期 選 択 

代 数 学 要 論 Ⅰ ０６１０５１０ 講 義 ６ ３年 春学期 選 択 

幾 何 学 要 論 Ⅰ ０６１１３１０ 講 義 ６ ３年 春学期 選 択 

解 析 学 要 論 Ⅰ ０６１５５１０ 講 義 ６ ３年 春学期 選 択 

解 析 学 要 論 Ⅱ ０６１５５２０ 講 義 ６ ３年 春学期 選 択 

数 学 演 習 Ⅶ ０６１３５５１ 演 習 ２ ３年 春学期 選 択 

数 学 演 習 Ⅷ ０６１３５６１ 演 習 ２ ３年 春学期 選 択 

数 学 演 習 Ⅸ ０６１３５７１ 演 習 ２ ３年 春学期 選 択 

数 学 演 習 Ⅹ ０６１３５８１ 演 習 ２ ３年 春学期 選 択 

代 数 学 要 論 Ⅱ ０６１０５２０ 講 義 ６ ３年 秋学期 選 択 

幾 何 学 要 論 Ⅱ ０６１１３２０ 講 義 ６ ３年 秋学期 選 択 

解 析 学 要 論 Ⅲ ０６１５５３０ 講 義 ６ ３年 秋学期 選 択 

現 代 数 学 研 究 ０６１５９１０ 自 主 研 究 ６ ３年 秋学期 選 択 

数 理 科 学 展 望 Ⅰ ０６１５８１０ 講 義 ４ ３年 秋学期 選 択 

数 理 科 学 展 望 Ⅱ ０６１５８２０ 講 義 ４ ３年 春学期 選 択 

代 数 学 続 論 ０６１０５３０ 講 義 ４ ４年 春学期 選 択 

幾 何 学 続 論 

 

０６１１３３０ 講 義 ４ ４年 春学期 選 択 

解 析 学 続 論 ０６１５５４０ 講 義 ４ ４年 春学期 選 択 

数 理 科 学 展 望 Ⅲ ０６１５８３０ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

数 理 科 学 展 望 Ⅳ ０６１５８４０ 講 義 ２ ４年 秋学期 選 択 

数 学 研 究 Ａ Ⅰ ０６１００００ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｂ Ⅰ ０６１０００１ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｃ Ⅰ ０６１０００２ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｄ Ⅰ ０６１０００３ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｅ Ⅰ ０６１０００４ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｆ Ⅰ ０６１０００５ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｇ Ⅰ ０６１０００６ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｈ Ⅰ ０６１０００７ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｉ Ⅰ ０６１００４０ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｊ Ⅰ ０６１００４１ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｋ Ⅰ ０６１０００８ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｌ Ⅰ ０６１０００９ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｍ Ⅰ ０６１００１０ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｎ Ⅰ ０６１００１１ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 
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授 業 科 目 表 

数 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

数 学 研 究 Ｏ Ⅰ ０６１００１２ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｐ Ⅰ ０６１００１３ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｑ Ⅰ ０６１００４２ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｒ Ⅰ ０６１００１４ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｓ Ⅰ ０６１００３０ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｔ Ⅰ ０６１００３１ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｕ Ⅰ ０６１００３２ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｖ Ⅰ ０６１００３３ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｗ Ⅰ ０６１００３４ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｘ Ⅰ ０６１００４３ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｙ Ⅰ ０６１００４４ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｚ Ⅰ ０６１００４５ 卒 業 研 究 ６ ４年 春学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ａ Ⅱ ０６１００１５ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｂ Ⅱ ０６１００１６ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｃ Ⅱ ０６１００１７ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｄ Ⅱ ０６１００１８ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｅ Ⅱ ０６１００１９ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｆ Ⅱ ０６１００２０ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｇ Ⅱ ０６１００２１ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｈ Ⅱ ０６１００２２ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｉ Ⅱ ０６１００４６ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｊ Ⅱ ０６１００４７ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｋ Ⅱ ０６１００２３ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｌ Ⅱ ０６１００２４ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｍ Ⅱ ０６１００２５ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｎ Ⅱ ０６１００２６ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｏ Ⅱ ０６１００２７ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｐ Ⅱ ０６１００２８ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｑ Ⅱ ０６１００４８ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｒ Ⅱ ０６１００２９ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｓ Ⅱ ０６１００３５ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｔ Ⅱ ０６１００３６ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｕ Ⅱ ０６１００３７ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｖ Ⅱ ０６１００３８ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｗ Ⅱ ０６１００３９ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｘ Ⅱ ０６１００４９ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｙ Ⅱ ０６１００５０ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

数 学 研 究 Ｚ Ⅱ ０６１００５１ 卒 業 研 究 ６ ４年 秋学期 選 択 必 修 

代 数 学 Ⅰ ０６１６５００ 講 義 ２ ４年  選 択 

代 数 学 Ⅱ ０６１６６００ 講 義 ２ ４年  選 択 

代 数 学 Ⅲ ０６１６７００ 講 義 ２ ４年  選 択 
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授 業 科 目 表 

数 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

代 数 学 Ⅳ ０６１６８００ 講 義 ２ ４年  選 択 

幾 何 学 Ⅰ ０６１６９００ 講 義 ２ ４年  選 択 

幾 何 学 Ⅱ ０６１７０００ 講 義 ２ ４年  選 択 

幾 何 学 Ⅲ ０６１７１００ 講 義 ２ ４年  選 択 

幾 何 学 Ⅳ ０６１７２００ 講 義 ２ ４年  選 択 

解 析 学 Ⅰ ０６１７３００ 講 義 ２ ４年  選 択 

解 析 学 Ⅱ ０６１７４００ 講 義 ２ ４年  選 択 

解 析 学 Ⅲ ０６１７５００ 講 義 ２ ４年  選 択 

解 析 学 Ⅳ ０６１７６００ 講 義 ２ ４年  選 択 

確 率 論 Ⅰ ０６１７７００ 講 義 ２ ４年  選 択 

確 率 論 Ⅱ ０６１７８００ 講 義 ２ ４年  選 択 

確 率 論 Ⅲ ０６１７９００ 講 義 ２ ４年  選 択 

確 率 論 Ⅳ ０６１８０００ 講 義 ２ ４年  選 択 

数 理 物 理 学 Ⅰ ０６１８１００ 講 義 ２ ４年  選 択 

数 理 物 理 学 Ⅱ ０６１８２００ 講 義 ２ ４年  選 択 

数 理 物 理 学 Ⅲ ０６１８３００ 講 義 ２ ４年  選 択 

数 理 物 理 学 Ⅳ ０６１８４００ 講 義 ２ ４年  選 択 

応 用 数 理 Ⅰ ０６１８５００ 講 義 ２ ４年  選 択 

応 用 数 理 Ⅱ ０６１８６００ 講 義 ２ ４年  選 択 

統 計 ・ 情 報 数 理Ⅰ ０６１８７００ 講 義 ２ ４年  選 択 

統 計 ・ 情 報 数 理Ⅱ ０６１８８００ 講 義 ２ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学Ⅰ ０６１８９００ 講義及び演習 ３ ３年  選 択 

数理解析・計算機数学Ⅱ ０６１９０００ 講義及び演習 ３ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学Ⅲ ０６１９１００ 講義及び演習 ３ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学Ⅳ ０６１９２００ 講義及び演習 ３ ４年  選 択 

代 数 学 特 別 講 義Ⅰ ０６１９３０１ 講 義 １ ４年  選 択 

代 数 学 特 別 講 義Ⅱ ０６１９３１１ 講 義 １ ４年  選 択 

代 数 学 特 別 講 義Ⅲ ０６１９３２１ 講 義 １ ４年  選 択 

代 数 学 特 別 講 義Ⅳ ０６１９３３１ 講 義 １ ４年  選 択 

幾 何 学 特 別 講 義Ⅰ ０６１９４０１ 講 義 １ ４年  選 択 

幾 何 学 特 別 講 義Ⅱ ０６１９４１１ 講 義 １ ４年  選 択 

幾 何 学 特 別 講 義Ⅲ ０６１９４２１ 講 義 １ ４年  選 択 

幾 何 学 特 別 講 義Ⅳ ０６１９４３１ 講 義 １ ４年  選 択 

解 析 学 特 別 講 義Ⅰ ０６１９５０１ 講 義 １ ４年  選 択 

解 析 学 特 別 講 義Ⅱ ０６１９５１１ 講 義 １ ４年  選 択 

解 析 学 特 別 講 義Ⅲ ０６１９５２１ 講 義 １ ４年  選 択 

解 析 学 特 別 講 義Ⅳ ０６１９５３１ 講 義 １ ４年  選 択 

確 率 論 特 別 講 義Ⅰ ０６１９６０１ 講 義 １ ４年  選 択 

確 率 論 特 別 講 義Ⅱ ０６１９６１１ 講 義 １ ４年  選 択 

確 率 論 特 別 講 義Ⅲ ０６１９６２１ 講 義 １ ４年  選 択 

確 率 論 特 別 講 義Ⅳ ０６１９６３１ 講 義 １ ４年  選 択 
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授 業 科 目 表 

数 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

数理物理学特別講義Ⅰ ０６１９７０１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理物理学特別講義Ⅱ ０６１９７１１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理物理学特別講義Ⅲ ０６１９７２１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理物理学特別講義Ⅳ ０６１９７３１ 講 義 １ ４年  選 択 

応用数理特別講義Ⅰ ０６１９８０１ 講 義 １ ３年  選 択 

応用数理特別講義Ⅱ ０６１９８１１ 講 義 １ ３年  選 択 

応用数理特別講義Ⅲ ０６１９８２１ 講 義 １ ４年  選 択 

応用数理特別講義Ⅳ ０６１９８３１ 講 義 １ ４年  選 択 

統計・情報数理特別講義Ⅰ  ０６１９９０１ 講 義 １ ４年  選 択 

統計・情報数理特別講義Ⅱ  ０６１９９１１ 講 義 １ ４年  選 択 

統計・情報数理特別講義Ⅲ ０６１９９４１ 講 義 １ ４年  選 択 

統計・情報数理特別講義Ⅳ  ０６１９９５１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学特別講義Ⅰ ０６１９９２１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学特別講義Ⅱ ０６１９９３１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学特別講義Ⅲ ０６１９９６１ 講 義 １ ４年  選 択 

数理解析・計算機数学特別講義Ⅳ ０６１９９７１ 講 義 １ ４年  選 択 

（注）開講時期が４年となっている科目には，３年次に履修できるものもある。 

 

 

専   門   基   礎   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

数 学 展 望 Ⅰ ０６１３１００ 講 義 ２ １年 春学期 選 択 

数 学 演 習 Ⅰ ０６１３４００ 演 習 ２ １年 春学期 選 択 

数 学 展 望 Ⅱ ０６１３２００ 講 義 ２ １年 秋学期 選 択 

数 学 演 習 Ⅱ ０６１３５００ 演 習 ２ １年 秋学期 選 択 

現 代 数 学 基 礎 ＡⅠ ０６１０１１０ 講 義 ４ ２年 春学期 必 修 

現 代 数 学 基 礎 ＢⅠ ０６１５４１０ 講 義 ４ ２年 春学期 必 修 

現 代 数 学 基 礎 ＣⅠ ０６１５３１０ 講 義 ４ ２年 春学期 必 修 

数 学 演 習 Ⅲ ０６１３５１０ 演 習 ２ ２年 春学期 必 修 

数 学 演 習 Ⅳ ０６１３５２０ 演 習 ２ ２年 春学期 必 修 
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授 業 内 容 一 覧 

数 理 学 科 

科 目 名 内     容 担当教員 

単位数 開講時期 

備考 必 

修 

選
択
必
修 

選 

択 

１年 ２年 ３年 ４年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

数 学 展 望 Ⅰ 現代数学の考え方を例を挙げて解説    ２ ○         

数 学 演 習 Ⅰ 大学数学への入門を目的とする演習    ２ ○         

数 学 展 望 Ⅱ 現代数学の考え方を例を挙げて解説    ２  ○        

数 学 演 習 Ⅱ 大学数学への入門を目的とする演習    ２  ○        

現代数学基礎ＡⅠ 集合と写像の基礎  ４     ○       

現代数学基礎ＢⅠ 線型空間と線型写像の基礎  ４     ○       

現代数学基礎ＣⅠ １変数実数値関数の微分・積分  ４     ○       

数 学 演 習 Ⅲ 数学の基礎事項を題材とする演習  ２     ○       

数 学 演 習 Ⅳ 数学の基礎事項を題材とする演習  ２     ○       

現代数学基礎ＡⅡ 位相空間の基礎  ４      ○      

現代数学基礎ＢⅡ 行列の標準形の理論  ４      ○      

現代数学基礎ＣⅡ 多変数実数値関数の微分・積分  ４      ○      

現代数学基礎ＣⅢ 複素関数論の基礎（複素関数論の続き）  ４      ○      

数 学 演 習 Ⅴ 数学の基礎の定着を目的とする演習  ２      ○      

数 学 演 習 Ⅵ 数学の基礎の定着を目的とする演習  ２      ○      

確率・統計基礎 確率論の基礎と統計の基本的手法    ２    ○      

計 算 数 学 基 礎 数式処理ソフトウェアを用いたコンピュータ入門    ３    ○      

代 数 学 要 論 Ⅰ 群論の基礎    ６     ○     

幾 何 学 要 論 Ⅰ 曲線・曲面論の基礎    ６     ○     

解 析 学 要 論 Ⅰ 微分方程式入門    ６     ○     

解 析 学 要 論 Ⅱ ルベーグ積分と測度論の基礎    ６     ○     

数 学 演 習 Ⅶ 数学の基礎の定着を目的とする演習    ２     ○     

数 学 演 習 Ⅷ 数学の基礎の定着を目的とする演習    ２     ○     

数 学 演 習 Ⅸ 数学の問題解決の方法を学習    ２     ○     

数 学 演 習 Ⅹ 数学の問題解決の方法を学習    ２     ○     

代 数 学 要 論 Ⅱ 環論の基礎と多項式    ６      ○    

幾 何 学 要 論 Ⅱ 微分形式とその積分    ６      ○    

解 析 学 要 論 Ⅲ 関数解析入門    ６      ○    

現 代 数 学 研 究 小人数グループ学習    ６      ○    

数理科学展望Ⅰ 数理科学の諸問題を解説    ４      ○    

数理科学展望Ⅱ 数理科学の諸問題を解説    ４     ○     

代 数 学 続 論 体とガロア理論    ４       ○   

幾 何 学 続 論 多様体論    ４       ○   

解 析 学 続 論 関数解析続論    ４       ○   

数理科学展望Ⅲ 数理科学の諸問題を解説    ２       ○   

数理科学展望Ⅳ 数理科学の諸問題を解説    ２        ○  
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卒 業 要 件 単 位 数 表 
物 理 学 科 

科  目  区  分 必  修 選択必修 選  択 合  計 

全 
 
 

学 
 
 

教 
 
 

育 
 
 

科 
 
 

目 

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1   1 

基 礎 セ ミ ナ ー 2   2 

言 語 文 化 科 目 

英 語  8   8 

初 修 外 国 語 1   1 

日 本 語 （ 留 学 生 の み ） （2）   （2） 

健 康 ・ ス ポ ー ツ 
科 学 科 目 

講 義  2   2 

実 習  2   2 

デ ー タ 科 学 科 目 
講 義  1   1 

実 習  1   1 

自 然 系 基 礎 科 目 

電 磁 気 学 4   4 

物 理 学 基 礎 2   2 

微 分 積 分 学  

6～10 

 

16 

線 形 代 数 学   

複 素 関 数 論   

物 理 学 実 験  

10～6 

 

化 学 基 礎   

化 学 実 験   

生 物 学 基 礎   

生 物 学 実 験   

地 球 科 学 基 礎   

地 球 科 学 実 験   

国 際 理 解 科 目    

4 4 現 代 教 養 科 目 
人 文 ・ 社 会 系   

2 
学 際 ・ 融 合 系   

超 学 部 セ ミ ナ ー    

合  計   24 16 4 44 

専
門
系

科
目 

専 門 基 礎 科 目 （ 1 9 単 位 以 上 ） 19  
｝26 ｝83 

専 門 科 目 （ 5 5 単 位 以 上 ） 14 24 

 合  計   33 24 26 83 

 卒 業 要 件 単 位 数   127単位 

 (注)１．初修外国語については、「多言語修得基礎」を修得すること。 
２．自然系基礎科目の選択必修科目 16単位は，微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数論，物理学 

実験，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験，生物学基礎Ⅰ・Ⅱ，生物学実験，地球科学基礎Ⅰ・Ⅱ，地球科学実験
のうちから修得すること。ただし，微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数論から 6 単位以上修
得すること。 

３．専門科目の選択必修 24単位は卒業研究である。 
４．専門科目中の選択必修科目単位のうち取得要求単位数を超えて修得した単位は専門科目（選択 ）の単位 
として認定する。 

５．他学部・他学科の科目も物理学科の承認を得れば，専門基礎科目（選択），専門科目（選択）の単位 
として認定する。 

６．自然系基礎科目の物理学基礎は物理学基礎Ｉを必修とする。 
７．１年次に物理学基礎Ⅰ，電磁気学Ⅰを履修しなかった者は，２年次でこれらの科目を履修すること。 
８．専門科目の選択科目は，17単位以上履修すること。 
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授 業 科 目 表 

物 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

量 子 力 学 Ⅱ ０６２０１００ 講 義 ２ ３年 春学期 必 修 

量 子 力 学 Ⅲ ０６２０２００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

量 子 力 学 Ⅳ ０６２０３００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

統 計 物 理 学 Ⅱ ０６２０４００ 講 義 ２ ３年 春学期 必 修 

統 計 物 理 学 Ⅲ ０６２０５００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

統 計 物 理 学 Ⅳ ０６２０６００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

統 計 物 理 学 Ⅴ ０６２０７００ 講 義 ２   選 択 

量 子 力 学 Ⅱ 演 習 
０６３０８００(α) 
０６３０８０１(β) 演 習 １ ３年 春学期 必 修 

統 計 物 理 学 Ⅱ 演 習 
０６３０９００(α) 
０６３０９０１(β) 演 習 １ ３年 春学期 必 修 

量 子 力 学 Ⅲ 演 習 
０６３１１００(α) 
０６３１１０１(β) 演 習 １ ３年 秋学期 選 択 

統 計 物 理 学 Ⅲ 演 習 
０６３１２００(α) 
０６３１２０１(β) 演 習 １ ３年 秋学期 選 択 

物 理 学 実 験 Ⅰ 
(α)０６３０６００ 
(β)０６３０６０１ 実 験 ４ ３年 春学期 必 修 

物 理 学 実 験 Ⅱ 
(α)０６３０７００ 
(β)０６３０７０１ 実 験 ４ ３年 秋学期 必 修 

物理学セミナー第Ⅰの１ ０６２１２００ 演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅰの２  演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅱの１ ０６２１４００ 演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅱの２  演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅲの１ ０６２１６００ 演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅲの２  演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅳの１ ０６２１８００ 演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅳの２  演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅴの１ ０６２２０００ 演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅴの２  演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅵの１ ０６２２２００ 演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅵの２  演 習 ４   選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅶの１ ０６２９４００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅶの２ ０６２９８００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅷの１ ０６２９５００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅷの２ ０６２９９００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅸの１ ０６２９６００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅸの２ ０６３００００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅹの１ ０６２９７００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物理学セミナー第Ⅹの２ ０６３０１００ 演 習 ４ ３年 秋学期 選 択 必 修 

物 理 学 講 究 ０６３１０００ 演 習 20 ４年 通年 選 択 必 修 

物 理 学 特 別 実 験 ０６２３３００ 実 験 20 ４年 通年 選 択 必 修 

先 端 物 理 学 特 論

論  

学 特 論  

０６３１３００ 講 義 １ ２年 春学期 選 択 

物 理 実 験 学 ０６２３４００ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

連 続 体 力 学 ０６２３５００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 
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授 業 科 目 表 

物 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

数 理 物 理 学 Ⅲ ０６２３６００ 講 義 ２   選 択 

情 報 科 学 概 論 Ⅰ ０６２３７００ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

情 報 科 学 概 論 Ⅱ 
(α)０６２３８００ 
(β)０６２３８０１ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

一 般 相 対 論 ０６２３９００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

物 理 学 概 論 Ⅰ ０６２４０００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

物 理 学 概 論 Ⅱ ０６２４１００ 講 義 ２   選 択 

物 性 物 理 学 Ⅰ ０６２４２００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

物 性 物 理 学 Ⅱ ０６２４３００ 講 義 ２ ４年 秋学期 選択（隔年） 

物 性 物 理 学 Ⅲ ０６２４４００ 講 義 ２ ４年 秋学期 選択（隔年） 

物 性 物 理 学 Ⅳ ０６２４５００ 講 義 ２   選 択 

物 性 物 理 学 Ⅴ ０６２４６００ 講 義 ２   選 択 

原 子 核 物 理 学 Ⅰ ０６２４７００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

原 子 核 物 理 学 Ⅱ ０６２４８００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

原 子 核 物 理 学 Ⅲ ０６２４９００ 講 義 ２   選 択 

電 気 力 学 ０６３０２００ 講 義 ２   選 択 

素 粒 子 物 理 学 Ⅰ ０６２５０００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

素 粒 子 物 理 学 Ⅱ ０６２５１００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

素 粒 子 物 理 学 Ⅲ ０６２５２００ 講 義 ２   選 択 

生 物 物 理 学 Ⅰ ０６２５３００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

生 物 物 理 学 Ⅱ ０６２５４００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

生 物 物 理 学 Ⅲ ０６２５５００ 講 義 ２   選 択 

化 学 物 理 学 ０６２５６００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

原 子 分 子 物 理 学 ０６２５７００ 講 義 ２   選 択 

物 理 的 運 動 学 ０６３０３００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

宇 宙 物 理 学 Ⅰ ０６２５８００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

宇 宙 物 理 学 Ⅱ ０６２５９００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

宇 宙 物 理 学 Ⅲ ０６２６０００ 講 義 ２ ４年 春学期 選 択 

プ ラ ズ マ 物 理 学Ⅰ ０６２６１００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

プ ラ ズ マ 物 理 学Ⅱ ０６２６２００ 講 義 ２   選 択 

応 用 電 気 学 ０６２６３００ 講 義 ２   選 択 

光 学 ０６２６４００ 講 義 ２   選 択 

自 然 科 学 概 論 ０６２６５００ 講 義 ２   選 択 

電 磁 気 学 特 論 ０６２６６００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

量 子 力 学 特 論 ０６２６７００ 講 義 ２   選 択 

物 性 物 理 学 特 論 ０６２６８００ 講 義 ２   選 択 

素 粒 子 物 理 学 特論 ０６２６９００ 講 義 ２   選 択 

原 子 核 物 理 学 特 論 ０６２７０００ 講 義 ２   選 択 

生 物 物 理 学 特 論 ０６２７１００ 講 義 ２   選 択 

宇 宙 物 理 学 特 論 ０６２７２００ 講 義 ２   選 択 

基 礎 物 理 学 特 論 ０６２７３００ 講 義 ２   選 択 

統 計 物 理 学 特 論 ０６２７４００ 講 義 ２   選 択 



- 39 - 

 

授 業 科 目 表 

物 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

原 子 核 物 理 学 各論 ０６２７５００ 講 義 １ ※4年 集中 選 択 

物 性 物 理 学 各 論 ０６２７６００ 講 義 １ ※4年 集中 選 択 

素 粒 子 物 理 学 各論 ０６２７７００ 講 義 １ ※4年 集中 選 択 

宇 宙 物 理 学 各 論 ０６２７８００ 講 義 １ ※4年 集中 選 択 

生 物 物 理 学 各 論 ０６２７９００ 講 義 １ ※4年 集中 選 択 

地 学 集 中 実 験 ０６３０５００ 実 験 

 

１ ※3年 集中 選 択 

基 礎 理 学  講 義 ２   選 択 

生物物理学集中実験 ０６３２４００ 実 験 

 

１ ※3年 集中 選 択 
 
（注）※印の集中講義は年度により，開講されないことがあります。 

 

 

専   門   基   礎   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

現 代 物 理 学 序 論Ⅰ ０６２８０００ 講 義 ２ １年 春学期 選 択 

現 代 物 理 学 序 論Ⅱ ０６２８１００ 講 義 ２   選 択 

物 理 学 基 礎 演 習Ⅰ 
０６２８２００ 
０６２８２０１ 

演 習 １ １年 秋学期 選 択 

物 理 学 基 礎 演 習Ⅱ 
０６２８３００ 
０６２８３０１ 

演 習 １   選 択 

力 学 特 論 ０６３１４００ 講 義 2 

 

２年 秋学期 選 択 

力 学 特 論 演 習 ０６３１５００ 演 習 １ ２年 秋学期 選 択 

解 析 力 学 ０６３１６００ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

電 磁 気 学 ０６２８６１０ 講 義 ２ ２年 秋学期 必 修 

量 子 力 学 Ⅰ ０６２８８００ 講 義 ２ ２年 秋学期 必 修 

統 計 物 理 学 Ⅰ ０６２８９００ 講 義 ２ ２年 秋学期 必 修 

数 理 物 理 学 Ⅰ ０６２９０００ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

数 理 物 理 学 Ⅱ ０６２９１００ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

解 析 力 学 演 習 ０６３１７００ 演 習 １ ２年 春学期 必 修 

電 磁 気 学 演 習 ０６３１８００ 演 習 １ ２年 秋学期 必 修 

電 磁 気 学 Ⅱ 演 習 ０６３１９００ 演 習 １ ２年 春学期 必 修 

量 子 力 学 Ⅰ 演 習 ０６３２０００ 演 習 １ ２年 秋学期 必 修 

統 計 物 理 学 Ⅰ 演 習 ０６３２１００ 演 習 １ ２年 秋学期 必 修 

数 理 物 理 学 Ⅰ 演 習 ０６３２２００ 演 習 １ ２年 春学期 必 修 

数 理 物 理 学 Ⅱ 演 習 ０６３２３００ 演 習 １ ２年 春学期 必 修 
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授 業 内 容 一 覧 

物 理 学 科 

科 目 名 内     容 担当教員 

単位数 開講時期 備考 

必 

修 

選 

択
必
修 

選 

択 

１年 ２年 ３年 ４年  

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋  

現代物理学序論Ⅰ 現代物理学の成立と構成の概説    ２ ○         

物理学基礎演習Ⅰ 力学，電磁気学に関係するベクトル解析の講義と演習    １  ○        

力 学 特 論 剛体, 特殊相対性理論，相対論的力学    ２    ○      

力 学 特 論 演 習 力学特論の演習    １    ○      

解 析 力 学 作用原理，ラグランジュ形式，正準形式，中心力問題  ２     ○       

電 磁 気 学 マックスウェル方程式，物質中の静電磁場，電磁波の放射と散乱  ２      ○      

量 子 力 学 Ⅰ 量子力学の基礎:量子力学的状態と演算子，シュレディンガー方程式   ２      ○      

統 計 物 理 学 Ⅰ 多粒子系特有の論理である熱力学と統計力学の基礎  ２      ○      

数 理 物 理 学 Ⅰ 物理に関連する微分方程式の基礎の概説と系統的解法  ２     ○       

数 理 物 理 学 Ⅱ 振動と波動の基礎，複素関数論およびフーリエ変換  ２     ○       

解 析 力 学 演 習 解析力学の演習  １     ○       

電 磁 気 学 演 習 電磁気学の演習  １      ○      

電 磁 気 学 Ⅱ 演 習 電磁気学Ⅱの演習  １     ○       

量 子 力 学 Ⅰ 演 習 量子力学Ⅰの演習  １      ○      

統 計 物 理 学 Ⅰ 演 習 統計物理学Ⅰの演習  １      ○      

数 理 物 理 学 Ⅰ 演 習 数理物理学Ⅰの演習  １     ○       

数 理 物 理 学 Ⅱ 演 習 数理物理学Ⅱの演習  １     ○       

量 子 力 学 Ⅱ 中心力場での運動、角運動量とスピン、電磁場中の粒子、時間によらない摂動  ２       ○     

量 子 力 学 Ⅲ 時間による摂動論，同種粒子，散乱問題    ２      ○    

量 子 力 学 Ⅳ 多粒子系の量子統計力学，第２量子化と平均場近似    ２       ○   

統 計 物 理 学 Ⅱ 統計力学の基礎と簡単な系への応用  ２       ○     

統 計 物 理 学 Ⅲ 量子統計力学の応用，相転移現象の基礎 

 
   ２      ○    

統 計 物 理 学 Ⅳ 相転移・臨界現象の統計力学による記述    ２       ○   

量 子 力 学 Ⅱ 演 習 量子力学Ⅱの演習  １       ○     

統 計 物 理 学 Ⅱ 演 習 統計物理学Ⅱの演習  １       ○     

量 子 力 学 Ⅲ 演 習 量子力学Ⅲの演習    １      ○    

統 計 物 理 学 Ⅲ 演 習 統計物理学Ⅲの演習    １      ○    

物 理 学 実 験 Ⅰ 基礎的な実験  ４       ○     

物 理 学 実 験 Ⅱ 〃  ４        ○    

物理学セミナー第Ⅶ～Ⅹ 輪講形式による少人数グループ学習   ４       ○    

物 理 学 講 究 理論研究室による講究   20        ○ ○ 通 年 

物理学特別実験 実験研究室による実験   20        ○ ○ 通 年 

先 端 物 理 学 特 論 物理学研究の最新動向を学ぶ    １   ○       

物 理 実 験 学 実験の基礎となる計測法の講義とミニ実習    ２    ○      

連 続 体 力 学 流体や弾性体の力学の基礎及び応用    ２     ○     

情報科学概論Ⅰ 計算機の物理学への応用とデータ処理に関する概論    ２    ○      

情報科学概論Ⅱ 物理学研究において計算機を活用するための実習    ２    ○      

一 般 相 対 論 重力場の基礎的な法則の概説と天体現象への応用    ２      ○    

物 理 学 概 論 Ⅰ 教室の研究分野についての全般的な講義    ２     ○     

物 性 物 理 学 Ⅰ 物性物理学の基礎概念についての初等的講義    ２      ○    

物 性 物 理 学 Ⅱ 構造物性と誘電性の基礎    ２        ○ 隔年 

物 性 物 理 学 Ⅲ 磁性と超伝導の基礎    ２        ○ 隔年 

原子核物理学Ⅰ 原子核物理の基礎，量子力学の応用，素粒子物理学への導入    ２      ○    

原子核物理学Ⅱ 原子核物理の応用、ハドロン物理学の基礎    ２       ○   

素粒子物理学Ⅰ 素粒子物理学の基礎と最先端素粒子実験の概観    ２      ○    

素粒子物理学Ⅱ 場の量子論の基礎・概念について学ぶ    ２       ○   

生 物 物 理 学 Ⅰ 生体機能素子と分子機械    ２     ○     

生 物 物 理 学 Ⅱ タンパク質物性の理解と生物物理研究のための手法    ２       ○   

化 学 物 理 学 物理学を用いて化学現象を取扱う方法の基礎を学ぶ    ２      ○    

物 理 的 運 動 学 種々の支配方程式を導出し，物理学の階層構造を学ぶ 

 

   ２       ○   

宇 宙 物 理 学 Ⅰ 宇宙物理学の基礎    ２     ○     

宇 宙 物 理 学 Ⅱ 星間物質と天体の形成    ２      ○    

宇 宙 物 理 学 Ⅲ 太陽恒星における流体・磁気流体現象を基礎から学ぶ    ２       ○   

プラズマ物理学Ⅰ 宇宙や実験室プラズマの基礎的な振る舞いを学ぶ    ２      ○    

電 磁 気 学 特 論 電磁波の放射と散乱，電磁場の理論，相対論的電磁気学    ２     ○     
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卒 業 要 件 単 位 数 表 

化 学 科 

科  目  区  分 必  修 選択必修 選  択 合  計 

全 
 
 

学 
 
 

教 
 
 

育 
 
 

科 
 
 

目 

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1   1 

基 礎 セ ミ ナ ー 2   2 

言 語 文 化 科 目 

英 語  8   8 

初 修 外 国 語 1   1 

日 本 語 （ 留 学 生 の み ） （2）   （2） 

健 康 ・ ス ポ ー ツ 
科 学 科 目 

講 義  2   2 

実 習  2   2 

デ ー タ 科 学 科 目 
講 義  1   1 

実 習  1   1 

自 然 系 基 礎 科 目 

微 分 積 分 学  

8 

 

8 線 形 代 数 学   

複 素 関 数 論   

電 磁 気 学  

12 

 

12 

物 理 学 基 礎   

物 理 学 実 験   

化 学 基 礎   

化 学 実 験   

生 物 学 基 礎   

生 物 学 実 験   

地 球 科 学 基 礎   

地 球 科 学 実 験   

国 際 理 解 科 目    

4 4 現 代 教 養 科 目 
人 文 ・ 社 会 系   

2 
学 際 ・ 融 合 系   

超 学 部 セ ミ ナ ー    

合  計   18 20 4 42 

専
門
系

科
目 

専 門 基 礎 科 目 （ 3 4 単 位 以 上 ） 4 30〜33 3〜0 37〜34 

 専 門 科 目 （ 4 7 単 位 以 上 ） 37  10〜13 

 

47〜50 

  合  計   41 30〜33 13〜10 

 

84 

 卒 業 要 件 単 位 数   126単位 

 

(注)１．初修外国語については、「多言語修得基礎」を修得すること。 

２．専門科目の必修 37単位に特別実験 20単位を含む。 

３．専門基礎科目の選択必修開講科目は 36 単位ある。必要単位数 30 単位以上を修得した者は 4単

位を上限とし，選択科目（専門基礎科目，専門科目）の単位として認定できる。 

４．他学部・他学科の科目も化学科の承認を得れば，専門科目（選択）の単位として認定する。 
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授 業 科 目 表 

化 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

分 析 化 学 実 験 ０６４０１００ 実 験 ３ ３年 春学期 必 修 

無 機 化 学 実 験 ０６４０２００ 実 験 ４ ３年 通年 必 修 

有 機 化 学 実 験 ０６４０３００ 実 験 ３ ３年 春学期 必 修 

生 物 化 学 実 験 ０６４０４００ 実 験 ２ ３年 秋学期 必 修 

物 理 化 学 実 験 ０６４０５００ 実 験 ５ ３年 秋学期 必 修 

特 別 実 験 ０６４０６００ 実 験 20 ４年 通年 必 修 

化 学 演 習 Ⅰ ０６４０７１０ 演 習 １ ４年 春学期 選 択 

化 学 演 習 Ⅱ ０６４０７２０ 演 習 1 ４年 春学期 選 択 

無 機 化 学 特 論 ０６４１１００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

生 物 無 機 化 学 ０６４２３００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

無 機 物 化 機 器 分 析 ０６４４８００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

有 機 化 学 特 論 Ⅰ ０６４１３１０ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

有 機 化 学 特 論 Ⅱ ０６４１３２０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

有 機 化 学 特 論 Ⅲ ０６４１３３０ 講 義 ２   選 択 

有 機 機 器 分 析 ０６４１４００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

生 物 化 学 特 論 ０６４１５００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

化 学 統 計 力 学 ０６４１８００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

物 性 化 学 Ⅰ ０６４２１１０ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

物 性 化 学 Ⅱ ０６４２２１０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

高 分 子 化 学 ０６４１６００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

物 理 化 学 特 論 ０６４４４２０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

基 礎 理 学  講 義 ２   選 択 
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授 業 科 目 表 

化 学 科 

専   門   基   礎   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

物 理 化 学 基 礎 ０６４２６００ 講 義 ２ ２年 春学期 選 択 必 修 

分 析 化 学 Ⅰ ０６４２７００ 講 義 ２ ２年 春学期 選 択 必 修 

分 析 化 学 Ⅱ ０６４２８００ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 必 修 

無 機 化 学 Ⅰ ０６４２９００ 講 義 ２ ２年 春学期 選 択 必 修 

無 機 化 学 Ⅱ ０６４３０００ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 必 修 

無 機 化 学 Ⅲ ０６４３０２０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 必 修 

無 機 化 学 Ⅳ ０６４３０３０ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 必 修 

有 機 化 学 Ⅰ ０６４３１００ 講 義 ４ ２年 通年 選 択 必 修 

有 機 化 学 Ⅱ ０６４３１１０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 必 修 

有 機 化 学 Ⅲ ０６４３１２０ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 必 修 

物 理 化 学 ０６４３３００ 講 義 ４ ２年 通年 選 択 必 修 

量 子 化 学 Ⅰ ０６４３４００ 講 義 ４ ２年 通年 選 択 必 修 

量 子 化 学 Ⅱ ０６４３５００ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 必 修 

生 物 化 学 Ⅰ ０６４３６００ 講 義 ２ ２年 春学期 選 択 必 修 

生 物 化 学 Ⅱ ０６４３７００ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 必 修 

化 学 講 究 Ⅰ ０６４３８００ 講義と演習 ２ ２年 春学期 必 修 

化 学 講 究 Ⅱ ０６４３９００ 講義と演習 ２ ２年 秋学期 必 修 

計 算 化 学 概 論 ０６４４６００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 
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授 業 内 容 一 覧 

化 学 科 

科 目 名 内     容 担当教員 

単位数 開講時期 

備考 必 

修 

選
択
必
修 

選 

択 

１ ２年 ３年 ４年 

秋 春 秋 春 秋 春 秋 

物 理 化 学 基 礎 量子力学・熱力学の初歩，およびそれらの数学的取り扱い  菱 川 明 栄  ２   ○       

分 析 化 学 Ⅰ 化学平衡論とその分析化学応用 

 
田中健太郎  ２   ○       

分 析 化 学 Ⅱ 分光分析,酸化還元反応,電池･電解,微量分析,速度論的分析 

 
田中健太郎  ２    ○      

無 機 化 学 Ⅰ 原子・分子, 原子核, 分子の対称性・結合 唯 美津木  ２   ○       

無 機 化 学 Ⅱ 固体の構造・性質, 酸塩基, 酸化還元, 触媒 唯 美津木  ２    ○      

無 機 化 学 Ⅲ 遷移金属化学 荘司 長三  ２    ○      

無 機 化 学 Ⅳ 有機金属化学，生物無機化学および無機固体化学の基礎 荘司 長三  ２     ○     

有 機 化 学 Ⅰ 脂肪族化合物，複素環化合物 山 口 茂 弘  ４   ○ ○      

有 機 化 学 Ⅱ 有機構造，反応の基本（分子軌道法など），芳香族化合物  伊丹健一郎  ２    ○      

有 機 化 学 Ⅲ 有機構造，反応の基本（分子軌道法など），芳香族化合物  伊藤 英人  ２     ○     

物 理 化 学 熱力学，化学平衡，相平衡，統計熱力学，化学反応論 阿波賀・柳井  ４   ○ ○      

量 子 化 学 Ⅰ 量子力学の基礎，化合結合の理論，ほか 柳井 毅  ４   ○ ○      

量 子 化 学 Ⅱ 分子のダイナミクスとスペクトル 菱 川 明 栄  ２     ○     

生 物 化 学 Ⅰ 細胞と生体物質，代謝，エネルギー変換 阿部 洋  ２   ○       

生 物 化 学 Ⅱ タンパク質の構造，性質，機能，生合成 阿部 洋  ２    ○      

化 学 講 究 Ⅰ 化学の基礎とトピックスを演習を含めて講究する。 化学科教員 ２    ○       

化 学 講 究 Ⅱ 化学の基礎とトピックスを演習を含めて講究する。 化学科教員 ２     ○      

計 算 化 学 概 論 電子計算機を用いて化学現象のシミュレーションなどを行う  柳井 毅   ２     ○    

分 析 化 学 実 験 容量分析やその他の定量分析の基礎的実験を行う 無機系教員 ３      ○     

無 機 化 学 実 験 金属錯体の合成と各種測定実験 無機系教員 ４      ○ ○    

生 物 化 学 実 験 タンパク質，酵素に関する生化学実験，分子生物学の基礎的実験  生化系教員 ２       ○    

有 機 化 学 実 験 基本的反応を含む有機化合物の合成 有機系教員 ３      ○     

物 理 化 学 実 験 物理化学の基礎実験，実験データの解析 物化系教員 ５       ○    

特 別 実 験 各研究室に分属し，研究実験を行う 各研究室教員 20        ○ ○  

化 学 演 習 Ⅰ 有機化学・無機化学・物理化学演習 化学科教員   １      ○   

化 学 演 習 Ⅱ 有機化学・無機化学・物理化学演習 化学科教員   １      ○   

無 機 化 学 特 論 分子の対称性と群論の基礎 唯・山田・邨次   ２    ○     

生 物 無 機 化 学 生物無機化学，錯体触媒化学 荘司 長三   ２     ○    

無機物化機器分析 無機化学・物理化学で用いる各種機器分析 無機・物化系教員   ２     ○    

有機化学特論Ⅰ 有機立体化学，構造有機化学，天然物化学 斎 藤  進   ２    ○     

有機化学特論Ⅱ 高選択的合成，新反応剤，不斉合成 伊藤・八木・南保 

保 
  ２     ○    

有 機 機 器 分 析 有機物の赤外，紫外，核磁気共鳴スペクトル，質量分析 多喜・村井 

 
  ２    ○     

生 物 化 学 特 論 生命科学に役立つ化学（技術・現象・トピックス） 猪子 誠人   ２    ○     

化 学 統 計 力 学 統計力学の基礎概念とその化学への応用 青 柳  忍        ○    

物 性 化 学 Ⅰ 結晶学の基礎，分子間相互作用，X線結晶解析，格子振動 阿波賀邦夫   ２    ○     

物 性 化 学 Ⅱ 固体物性の基礎，電気伝導性，磁性，誘電性 

 
阿波賀邦夫   ２     ○    

高 分 子 化 学 高分子の合成・構造・性質,高分子の溶液,機能と応用 関 隆広   ２     ○    

物 理 化 学 特 論 物質と光の相互作用，レーザー分光学の基礎 加藤 景子   ２     ○    

 

(注)１．必修科目の特別実験を履修するには次の要件を満たしている必要がある。(1)特別実験以外の

必修科目の単位を全て修得していること（全学教育科目のうち健康・スポーツ科学，言語文化を

含むので注意)，(2)専門基礎科目の選択必修単位を 30 単位以上修得していること，(3)卒業必要

要件への不足単位が特別実験を除いて４単位以下であること。 

２．必修科目中の分析化学実験，無機化学実験，生物化学実験，有機化学実験，物理化学実験は， 

化学講究Ⅰ，化学講究Ⅱの単位を修得した後，履修すること。 
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卒 業 要 件 単 位 数 表 

生 命 理 学 科 

科  目  区  分 必  修 選択必修 選  択 合  計 

全 
 
 

学 
 
 

教 
 
 

育 
 
 

科 
 
 

目 

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1   1 

基 礎 セ ミ ナ ー 2   2 

言 語 文 化 科 目 

英 語  8   8 

初 修 外 国 語 1   1 

日 本 語 （ 留 学 生 の み ） （2）   （2） 

健 康 ・ ス ポ ー ツ 
科 学 科 目 

講 義  2   2 

実 習  2   2 

デ ー タ 科 学 科 目 
講 義  1   1 

実 習  1   1 

自 然 系 基 礎 科 目 

微 分 積 分 学  

16 

 

16 

線 形 代 数 学   

複 素 関 数 論   

電 磁 気 学   

物 理 学 基 礎   

物 理 学 実 験   

化 学 基 礎   

化 学 実 験   

生 物 学 基 礎   

生 物 学 実 験   

地 球 科 学 基 礎   

地 球 科 学 実 験   

国 際 理 解 科 目    

4 4 現 代 教 養 科 目 
人 文 ・ 社 会 系   

2 
学 際 ・ 融 合 系   

超 学 部 セ ミ ナ ー    

合  計   18 16 4 38 

専
門
系

科
目 

専 門 基 礎 科 目 4 16 
｝16 ｝86 

専 門 科 目 50  

 合  計   54 16 16 86 

 卒 業 要 件 単 位 数   124単位 

 

(注)１．初修外国語については、「多言語修得基礎」を修得すること。 

２．専門科目の必修 50単位に卒業実験 20単位を含む。 

３．他学部・他学科の科目も生命理学科の承認を得れば，専門基礎科目（選択），専門科目（選択）

の単位として認定する。 
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授 業 科 目 表 

生 命 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

生 物 科 学 実 験 Ⅰ ０６５０１００ 実 験 ２ 2年 春学期 必 修 

生 物 科 学 実 験 Ⅱ ０６５０２００ 実 験 ２ 2年 秋学期 必 修 

生 物 科 学 実 験 Ⅲ ０６５０３００ 実 験 ２ 2年 秋学期 必 修 

生 物 科 学 実 験 Ⅳ ０６５０４００ 実 験 ２ 3年 春学期 必 修 

生 物 科 学 実 験 Ⅴ ０６５０５００ 実 験 ２ 3年 春学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅤⅠ ０６５０６００ 実験及び講義 ２ 2年 秋学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅤⅡ ０６５０７００ 実験及び講義 ２ 2年 秋学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅤⅢ ０６５０８００ 実験及び講義 ２ 3年 春学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅠⅩ ０６５０９００ 実験及び講義 ２ 3年 春学期 必 修 

生物科学実験法及び実験 Ⅹ   ０６５６５００ 実験及び講義 ２ 3年 秋学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅩⅠ ０６５６６００ 実験及び講義 ２ 

２ 

２ 

3年 秋学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅩⅡ ０６５６７００ 実験及び講義 ２ 3年 秋学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅩⅢ ０６５６８００ 実験及び講義 ２ 3年 秋学期 必 修 

生物科学実験法及び実験ⅩⅣ ０６５６９００ 実験及び講義 ２ 3年 秋学期 必 修 

卒 業 実 験 ０６５１０００ 実 験 20 4年 通 年 必 修 

遺 伝 学 Ⅰ a ０６５１１１１ 講 義 １ 3年 春 1期 選 択 

遺 伝 学 Ⅰ b ０６５１１１２ 講 義 １ 3年 春 2期 選 択 

遺 伝 学 Ⅱ a ０６５１１２１ 講 義 １ 3年  選 択 

遺 伝 学 Ⅱ b ０６５１１２２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 物 理 学 Ⅰ a ０６５１２１１ 講 義 １ 2年 秋 1期 選 択 

生 物 物 理 学 Ⅰ b ０６５１２１２ 講 義 １ 2年 秋 2期 選 択 

生 物 物 理 学 Ⅱ a ０６５１２２１ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 物 理 学 Ⅱ b ０６５１２２２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 理 学 Ⅰ a ０６５１３１１ 講 義 １ 3年  選 択 

生 理 学 Ⅰ b ０６５１３１２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 理 学 Ⅱ a ０６５１３２１ 講 義 １ 3年  選 択 

生 理 学 Ⅱ b ０６５１３２２ 講 義 １ 3年  選 択 

発 生 学 Ⅰ a ０６５１４１１ 講 義 １ 3年 春 1期 選 択 

発 生 学 Ⅰ b ０６５１４１２ 講 義 １ 3年 春 2期 選 択 

発 生 学 Ⅱ a ０６５１４２１ 講 義 １ 2年 春 2期 選 択 

発 生 学 Ⅱ b ０６５１４２２ 講 義 １ 2年  選 択 

細 胞 学 Ⅰ a ０６５１５１１ 講 義 １ 3年 春 1期 選 択 

細 胞 学 Ⅰ b ０６５１５１２ 講 義 １ 3年 春 2期 選 択 

細 胞 学 Ⅱ a ０６５１５２１ 講 義 １ 3年  選 択 

細 胞 学 Ⅱ b ０６５１５２２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 命 化 学 Ⅰ a ０６５１６０１ 講 義 １ 3年 春 1期 選 択 

生 命 化 学 Ⅰ b ０６５１６０２ 講 義 １ 3年 春 2期 選 択 

生 命 化 学 Ⅱ a ０６５１７０１ 講 義 １ 3年 春 2期 選 択 

生 命 化 学 Ⅱ b ０６５１７０２ 講 義 １ 2年  選 択 

分 子 遺 伝 学 Ⅰ a ０６５１８１１ 講 義 １ 3年 春 1期 選 択 

分 子 遺 伝 学 Ⅰ b ０６５１８１２ 講 義 １ 3年 春 2期 選 択 

分 子 遺 伝 学 Ⅱ a ０６５１８２１ 講 義 １ 3年  選 択 
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分 子 遺 伝 学 Ⅱ b ０６５１８２２ 講 義 １ 3年  

前期 

選 択 

分 子 生 理 学 Ⅰ a ０６５１９２１ 講 義 １ 3年 春 1期 

 

前期 

選 択 

分 子 生 理 学 Ⅰ b ０６５１９２２ 講 義 １ 3年 春 2期 

前期 

選 択 

分 子 生 理 学 Ⅱ a ０６５１９３１ 講 義 １ 2年  

前期 

選 択 

分 子 生 理 学 Ⅱ b ０６５１９３２ 講 義 １ 2年  

前期 

選 択 

分 子 生 物 学 演 習 Ⅰ 

０６５２２００ 
０６５２２０１ 
０６５２２０２ 
０６５２２０３ 

演 習 ２ 3年 春学期 必   修 

臨 海 実 習 ０６５２４００ 実験及び講義 ２ 2年 秋学期 選 択 
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授 業 科 目 表 

生 命 理 学 科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

生 物 学 各 論 Ⅰ a ０６５２６０１ 講 義 １ 3年  

前期 

選 択 

生 物 学 各 論 Ⅰ b ０６５２６０２ 講 義 １ 3年  

前期 

選 択 

生 物 学 各 論 Ⅱ a ０６５２７０１ 講 義 １ 3年 春 1期 

 

選 択 

生 物 学 各 論 Ⅱ b ０６５２７０２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅲ a ０６５２８０１ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅲ b ０６５２８０２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅳ a ０６５２９０１ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅳ b ０６５２９０２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅴ a ０６５３００１ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅴ b ０６５３００２ 講 義 １ 3年  選 択 

生 物 学 各 論 Ⅵ ０６５３１００ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 Ⅶ ０６５３２００ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 Ⅷ ０６５３３００ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 Ⅸ ０６５３４００ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 Ⅹ ０６５３５００ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 X I ０６５３６００ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 X I I ０６５３６１０ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 X I I I 

■ 

０６５３６２０ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 各 論 X I V ０６５３６３０ 講 義 ２   選 択 

生 物 学 特 論 Ⅰ ０６５４５００ 講 義 １ 2年 秋 1期 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅱ ０６５４６００ 講 義 １ 2年 秋 2期 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅲ ０６５４７００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅳ ０６５４８００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅴ ０６５４９００ 講 義 １ 3･4年 集中 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅵ ０６５５０００ 講 義 １ 3･4年 集中 

 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅶ ０６５５１００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅷ ０６５５２００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅸ ０６５５３００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ ０６５５４００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅰ ０６５５４１０ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅱ 

 

０６５５４２０ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅲ ０６５５４３０ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅳ ０６５５４４０ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅴ ０６５５４５０ 講 義 １ 2年 春 1期 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅵ ０６５５４６０ 講 義 １ 2年 春 2期 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅶ ０６５５４７０ 講 義 １ 3･4年 集中 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅷ ０６５５４８０ 講 義 １ 3･4年 集中 

 

 

選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅸ ０６５５４９０ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅹ ０６５５５００ 講 義 １ 3･4年 集中 選 択 

基 礎 理 学  講 義 ２   選 択 

博 物 館 実 習 １ ０６５６０００ 集中講義実習 １ ３年   
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博 物 館 実 習 ２ ０６５６１００ 集中講義実習 １ ３年   

海洋生物学実習及び講義Ⅰ 

 

 実習及び講義 

 

２    

海洋生物学実習及び講義Ⅱ 

 

 実習及び講義 

 

２    
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授 業 科 目 表 

生 命 理 学 科 

専   門   基   礎   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

基 礎 遺 伝 学 Ⅰ ０６５３７１０ 講 義 ２ 2年 春 1期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 遺 伝 学 Ⅱ ０６５３７２０ 講 義 ２ 2年 春 2期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 遺 伝 学 Ⅲ ０６５３７３０ 講 義 ２ 2年 秋学期 

前期 

選 択 必 修 

基礎生物物理学Ⅰa ０６５３８１１ 講 義 １ 2年 春 1期 

前期 

選 択 必 修 

基礎生物物理学Ⅰb ０６５３８１２ 講 義 １ 

１１ 
2年 春 2期 

前期 

選 択 必 修 

基礎生物物理学Ⅱa ０６５３８２１ 講 義 １ 2年  選 択 必 修 

基礎生物物理学Ⅱb ０６５３８２２ 講 義 １ 2年  選 択 必 修 

基 礎 生 化 学 Ⅰ a ０６５３９１１ 講 義 １ 2年 春 1期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 化 学 Ⅰ b ０６５３９１２ 講 義 １ 

１１ 
2年 春 2期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 化 学 Ⅱ a ０６５３９２１ 講 義 １ 2年 春 1期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 化 学 Ⅱ b ０６５３９２２ 講 義 １ 2年 春 2期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 化 学 Ⅲ a ０６５３９３１ 講 義 1 2年 秋 1期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 化 学 Ⅲ b ０６５３９３２ 講 義 1 

 
2年 秋 2期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 理 学 Ⅰ a ０６５４０１１ 講 義 １ 2年 春 1期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 理 学 Ⅰ b ０６５４０１２ 講 義 １ 

１１ 
2年  

前期 

選 択 必 修 

基 礎 生 理 学 Ⅱ a ０６５４０２１ 講 義 １ 2年  選 択 必 修 

基 礎 生 理 学 Ⅱ b ０６５４０２２ 講 義 １ 2年  選 択 必 修 

基 礎 発 生 学 Ⅰ a ０６５４１１１ 講 義 １ 2年 秋 1期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 発 生 学 Ⅰ b ０６５４１１２ 講 義 １ 

１１ 
2年 秋 2期 

前期 

選 択 必 修 

基 礎 発 生 学 Ⅱ a ０６５４１２１ 講 義 １ 2年  選 択 必 修 

基 礎 発 生 学 Ⅱ b ０６５４１２２ 講 義 １ 2年  選 択 必 修 

基 礎 細 胞 学 Ⅰ ０６５４２１０ 講 義 ２ 2年 春学期 選 択 必 修 

基 礎 細 胞 学 Ⅱ ０６５４２２０ 講 義 ２ 2年 秋学期 

 

選 択 必 修 

基 礎 細 胞 学 Ⅲ ０６５４２３０ 講 義 ２ 2年  

 

選 択 必 修 

基 礎 生 物 学 演 習 Ⅰ 

０６５４３１０ 
０６５４３１１ 
０６５４３１２ 
０６５４３１３ 

演 習 ２ 2年 春学期 必 修 

基 礎 生 物 学 演 習 Ⅱ 

０６５４３２０ 
０６５４３２１ 
０６５４３２２ 
０６５４３２３ 

演 習 ２ 2年 秋学期 必 修 

基礎分子生物学演習Ⅰ 

０６５４４１０ 
０６５４４１１ 
０６５４４１２ 
０６５４４１３ 

演 習 ２ 2年  選 択 必 修 

基礎分子生物学演習Ⅱ 

０６５４４２０ 
０６５４４２１ 
０６５４４２２ 
０６５４４２３ 

演 習 ２ 2年  選 択 

生命理学特別講義Ⅰ  講 義 

 

１   選 択 

生命理学特別講義Ⅱ  講 義 

 
１   選 択 
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授 業 内 容 一 覧 

生 命 理 学 科 

科 目 名 内     容 担当教員 

単位数 開講時期 備

考 必 

修 

選
択
必
修 

選 

択 

１年 ２年 ３年 ４年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋  

   
春 

1 

春 

2 

秋 

1 

秋 

2 

春 

1 

春 

2 

秋 

1 

秋 

2 

春 

1 

春 

2 

秋 

1 

秋 

2 

春 

1 

春 

2 

秋 

1 

秋 

2 
 

生 物 科 学 実 験 Ⅰ 

生物学，分子生物学，コンピュ

ータ等に関する基礎的実習 

田 中  実 

日 比 正 彦 

岩 見 真 吾 

平 子 善 章 

小 嶋 誠 司 

小 田 祥 久 

２     ○       

生 物 科 学 実 験 Ⅱ ２     〇       

生 物 科 学 実 験 Ⅲ ２      ○      

生 物 科 学 実 験 Ⅳ ２       ○     

生 物 科 学 実 験 Ⅴ ２       〇     

生物科学実験法及び実験ⅤⅠ 

生物学，分子生物学，コンピュ

ータ等に関する講義及び基礎的

実習 

２      ○      

生物科学実験法及び実験ⅤⅡ  ２      ○      

生物科学実験法及び実験ⅤⅢ  ２       ○     

生物科学実験法及び実験ⅠⅩ  ２       ○     

生物科学実験法及び実験 Ⅹ ２        ○    

生物科学実験法及び実験ⅩⅠ  ２        ○    

生物科学実験法及び実験ⅩⅡ  ２        ○    

生物科学実験法及び実験ⅩⅢ ２        ○    

生物科学実験法及び実験ⅩⅣ ２        ○    

卒 業 実 験 各研究室に配属して行われる卒業研究 各 教 員 20         ○ ○  

遺 伝 学 Ⅰ a タンパク質分解の分子機構 嘉 村  巧   １     ○      

遺 伝 学 Ⅰ b 哺乳類の複雑化した行動や知的活動を担う神経系の構築と機能を理解するための遺伝学  木 下  専   １      ○     

遺 伝 学 Ⅱ a     １          

遺 伝 学 Ⅱ b     １          

生 物 物 理 学 Ⅰ a 構造生物学における主要な立体構造決定法の原理 廣 明 秀 一   １    ○       

生 物 物 理 学 Ⅰ b 生物における情報と構造の変換 成 田 哲 博   １     ○      

生 物 物 理 学 Ⅱ b     １          

生 物 物 理 学 Ⅱ b     １          

生 理 学 Ⅰ a     １          

生 理 学 Ⅰ b     １          

生 理 学 Ⅱ a     １          

生 理 学 Ⅱ b     １          

発 生 学 Ⅰ a 線虫をモデルとした発生・再生制御機構 久本 直毅   １     ○      

発 生 学 Ⅰ b 性決定分化と生殖の分子機構 田 中  実   １      ○     

発 生 学 Ⅱ a 神経系の発生 吉 岡  泰   １    ○       

発 生 学 Ⅱ b   

 
  １           

細 胞 学 Ⅰ a 組織成長、恒常性維持の遺伝的基礎 大澤志津江   １     ○      

細 胞 学 Ⅰ b 植物細胞の分化成長機構 小 田 祥 久   １      ○     

細 胞 学 Ⅱ a     １          

細 胞 学 Ⅱ b     １          

生 命 化 学 Ⅰ a 神経組織形成の生命化学 日 比 正 彦   １     ○      

生 命 化 学 Ⅰ b 生命現象を司るホルモンおよびフェロモンの化学 松 林 嘉 克   １      ○     

生 命 化 学 Ⅱ a 生命現象を操る化学 土屋雄一朗   １      ○     

生 命 化 学 Ⅱ b     １          

分 子 遺 伝 学 Ⅰ a 増殖，分化，発生，神経系の制御機構に関する分子遺伝学 上川内あづさ  

 
  １     〇      

分 子 遺 伝 学 Ⅰ b 免疫系の分子遺伝学 多 田 安 臣

道 夫 
  １      ○     

分 子 遺 伝 学 Ⅱ a   

 
  １           

分 子 遺 伝 学 Ⅱ b     １           

分 子 生 理 学 Ⅰ a 植物における光やホルモン応答の分子機構 

 
木 下 俊 則   １     〇      

分 子 生 理 学 Ⅰ b 植物の分化多能性と幹細胞性の制御機構 打 田 直 行   １      ○     

分 子 生 理 学 Ⅱ a     １

２ 
         

分 子 生 理 学 Ⅱ b     １

年

度 

         

分 子 生 物 学 演 習 Ⅰ 英語文献の輪読等 各 教 員 ２       ○     

臨 海 実 習 海産無脊椎動物および海藻の分類、行動、細胞分裂に関する実習 

 
五 島 剛 太   ２    ○      

生 物 学 各 論 Ⅰ a     １           

生 物 学 各 論 Ⅰ b     １      ○     

生 物 学 各 論 Ⅱ a 細胞分裂や細胞骨格に関する専門的な講義 

 
五 島 剛 太   １     〇      

生 物 学 各 論 Ⅱ b     １          

生 物 学 各 論 Ⅲ a     １          

生 物 学 各 論 Ⅲ b     １          
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生 物 学 各 論 Ⅳ a     １          

生 物 学 各 論 Ⅳ b     １          

生 物 学 各 論 Ⅴ a     １          

生 物 学 各 論 Ⅴ b     １      

 
    

生 物 学 特 論 Ⅰ 生命科学の最前線Ⅰ 廣 田  他   １    ○      集中 

生 物 学 特 論 Ⅱ 生命科学の最前線Ⅱ 中 村  他   １     ○     集中 

生物学特論Ⅲ～ⅩⅣ 集中講義 学内外教員   1         集中 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅴ 生物学基礎 八 木 克 将   1   ○        

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅵ 生物学基礎 八 木 克 将   1    ○       

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅶ 集中講義 学内外教員            集中 

生 物 学 特 論 Ⅹ Ⅷ 集中講義 学内外教員            集中 

生物学特論ⅩⅨ～ⅩⅩ 集中講義 学内外教員   1         集中 

博 物 館 実 習 １ 無脊椎動物・植物標本の取扱方法の習得と展示方法の探求 西田佐知子            集中 

博 物 館 実 習 ２ 脊椎動物・考古学資料の知識と展示における取扱方法 蛭薙観順／新美倫子            集中 

基 礎 遺 伝 学 Ⅰ 遺伝学と分子生物学の基礎 大 嶋 篤 典  ２    ○       

基 礎 遺 伝 学 Ⅱ 遺伝学と分子生物学の基礎 多 田 安 臣  ２    ○       

基 礎 遺 伝 学 Ⅲ 原核・真核生物の転写調節機構 井上晋一郎  ２     ○      

基礎生物物理学Ⅰa タンパク質構造と安定性，熱力学，分光学の基礎 廣 明 秀 一  １    ○  

 
      

基礎生物物理学Ⅰb タンパク質構造と安定性，熱力学，情報学の基礎 兒 玉 哲 也  １     ○       

基礎生物物理学Ⅱa    １           

基礎生物物理学Ⅱb    １           

基 礎 生 化 学 Ⅰ a ヴォート基礎生化学をテキストにして，生化学の基礎と生体分子について解説する 花 房  洋  １    ○        

基 礎 生 化 学 Ⅰ b ヴォート基礎生化学をテキストにして，生化学の基礎について引き続き解説する 西 村 浩 平  １     ○       

基 礎 生 化 学 Ⅱ a ヴォート基礎生化学をテキストにして，酵素と代謝について解説する 井 原 邦 夫  １    ○        

基 礎 生 化 学 Ⅱ b ヴォート基礎生化学をテキストにして，生体分子と酵素について解説する 清 水 貴 史  １     ○       

基 礎 生 化 学 Ⅲ a ヴォート基礎生化学をテキストにして，代謝と生体高分子の生合成について解説する 松 林 嘉 克  １     ○       

基 礎 生 化 学 Ⅲ b ヴォート基礎生化学をテキストにして，糖代謝とその制御について解説する 嘉 村  巧  １      ○      

基 礎 生 理 学 Ⅰ a 植物の構造，発生と分化，物質代謝，光合成について 木 下 俊 則  １    ○        

基 礎 生 理 学 Ⅰ b    １            

基 礎 生 理 学 Ⅱ a    １           

基 礎 生 理 学 Ⅱ a    １           

基 礎 発 生 学 Ⅰ a 動物発生現象の基本原理を説明した後に，初期発生，パターン形成，進化について学ぶ  日 比 正 彦  １      ○       

基 礎 発 生 学 Ⅰ b 陸上植物の発生の基礎 小 田 祥 久  １       ○      

基 礎 発 生 学 Ⅱ a    １           

基 礎 発 生 学 Ⅱ b    １           

基 礎 細 胞 学 Ⅰ 細胞生物学の基礎（細胞内小器官・細胞骨格・細胞接着） 久 本 直 毅  ２    ○       

基 礎 細 胞 学 Ⅱ 細胞生物学の基礎（光学顕微鏡・生体膜のダイナミクス） 荒 木 聡 彦  ２     ○      

基 礎 細 胞 学 Ⅲ               

基礎生物学演習 Ⅰ 

英語文献の輪読等 各 教 員 

２     ○       

基礎生物学演習 Ⅱ ２      ○      

基礎分子生物学演習Ⅰ  ２           

基礎分子生物学演習Ⅱ    ２          

生 命 理 学特 別 講義 Ⅰ     １          

生 命 理 学 特 別 講 義 Ⅱ     １          

 
※内容，担当教員については変更する場合があります。変更箇所，開講時期については，各期ごとに別
途お知らせ致します。 
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卒 業 要 件 単 位 数 表 

地球惑星科学科 

科  目  区  分 必  修 選択必修 選  択 合  計 

全 
 
 

学 
 
 

教 
 
 

育 
 
 

科 
 
 

目 

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1   1 

基 礎 セ ミ ナ ー 2   2 

言 語 文 化 科 目 

英 語  8   8 

初 修 外 国 語 1   1 

日 本 語 （ 留 学 生 の み ） （2）   （2） 

健 康 ・ ス ポ ー ツ 
科 学 科 目 

講 義  2   2 

実 習  2   2 

デ ー タ 科 学 科 目 
講 義  1   1 

実 習  1   1 

自 然 系 基 礎 科 目 

微 分 積 分 学  

18 

 

18 

線 形 代 数 学   

複 素 関 数 論   

電 磁 気 学   

物 理 学 基 礎   

物 理 学 実 験   

化 学 基 礎   

化 学 実 験   

生 物 学 基 礎   

生 物 学 実 験   

地 球 科 学 基 礎   

地 球 科 学 実 験   

国 際 理 解 科 目    

4 4 現 代 教 養 科 目 
人 文 ・ 社 会 系   

2 
学 際 ・ 融 合 系   

超 学 部 セ ミ ナ ー    

合  計   18 18 4 40 

専
門
系

科
目 

専 門 基 礎 科 目 20  
｝24 ｝88 

専 門 科 目 44  

 合  計   64  24 88 

 卒 業 要 件 単 位 数   128単位 

 (注)１．初修外国語については，「多言語修得基礎」を修得すること。 

   ２．専門科目の必修 44 単位に地球惑星科学特別研究（卒業研究）20単位を含む。  

   ３．他学部・他学科の科目も地球惑星科学科の承認を得れば，専門基礎科目（選択），専門科目 

   （選択）の単位として認定する。ただし，他学部・他学科の科目は，合計 10単位を上限とする。 

   ４．必修科目の地球惑星科学特別研究を履修するには，原則として次の要件を満たしている必要が

ある。（１）地球惑星科学特別研究以外の必修科目の単位をすべて修得していること。（２）選択

科目を卒業要件単位数以上修得していること。（３）全学教育科目については卒業要件単位数以

上修得していること。 
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授 業 科 目 表 

地球惑星科学科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

地 質 学 実 験 ０６６０１００ 実 験 ２ ２年 通 年 必 修 

地球化学分析法Ⅰ及び実験 ０６６０２００ 講義及び実験 ３ ３年 春学期  必 修 

フィールドセミナーⅠ(地球科学野外巡検) ０６６０５００ 演 習 ３ ２年 通 年 集 中 必 修 

地 質 調 査 ０６６０６０１ 演 習 ８ 
２年 

３年 

秋 集 中 

春 集 中 
必 修 

地球惑星科学セミナーⅠ ０６６０７００ 講義及び演習 ６ ３年 秋学期 必 修 

地球惑星科学特別研究 

0660800 0660805 
0660801 0660806 
0660802 0660807 
0660803 0660808 
0660804 0660809 

卒 業 研 究 20 ４年 通 年 集 中 必 修 

地 球 惑 星 化 学 Ⅱ ０６６１２２０ 講 義 ２ ３年 春学期  必 修 

地 球 生 物 学 実 験 ０６６０４１０ 実 験 １ ３年 春学期  選 択 

先カンブリア地質学 ０６６０９００ 講 義 ２   選 択 

岩 石 成 因 論 ０６６１０００ 講 義 ２   選 択 

岩 石 化 学 ０６６１２００ 講 義 ２   選 択 

数値解析法及び演習 ０６６１３１０ 講義及び演習 ２ ３年 秋学期 選 択 

地 球 惑 星 観 測 論 ０６６１４００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

生 物 圏 進 化 学 Ⅱ ０６６１５００ 講 義 ２   選 択 

岩石学実験法Ⅱ及び実験 ０６６１７００ 講義及び実験 ３   選 択 

地球化学分析法Ⅱ及び実験 ０６６１８００ 講義及び実験 ２ ３年 秋学期 選 択 

地球惑星物理学演習Ⅰ ０６６１９１０ 演 習 １ ４年 春学期  選 択 

地球惑星物理学演習Ⅱ ０６６２０１０ 演 習 １   選 択 

地 球 計 測 学 演 習 ０６６２１１１ 演 習 １ ３年 秋学期 選 択 

地 質 学 特 論 ０６６２２１０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

生 物 圏 進 化 学 実 験 ０６６２３００ 実 験 １   選 択 

鉱 物 学 ０６６２４００ 講 義 ２   選 択 

リモートセンシング ０６６２５１０ 講 義 ２ ３年 春学期  選 択 

大 気 水 圏 科 学 ０６６２６１０ 講 義 ２   選 択 

気 象 学 ０６６２７１０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

海 洋 科 学 ０６６２８２０ 講 義 ２ ３年 春学期  選 択 

太 陽 地 球 系 科 学 ０６６２９１０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

フ ィ ー ル ド セ ミ ナ ー Ⅱ ０６６３２１０ 演 習 ２ ３年 通 年 集 中 

集 中 

選 択 

大気水圏フィールドセミナーⅠ ０６６３３２０ 演 習 ２ ３年 通 年 集 中 選 択 

大気水圏フィールドセミナーⅡ ０６６３３３０ 演 習 ２ ３年 通 年 集 中 選 択 

宇 宙 化 学 ０６６５８００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

地 震 学 ０６６６５１０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

生 物 圏 進 化 学 Ⅰ ０６６６７００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

地球惑星システム学特論Ⅰ ０６６６８０１ 講義及び演習 １ ４年  選 択 

地球惑星地質学特論Ⅰ ０６６７２０１ 講 義 １ ４年  選 択 

地球惑星物理学特論Ⅰ ０６６７６０１ 講 義 １ ４年  選 択 
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授 業 科 目 表 

地球惑星科学科 

専   門   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

宇宙地球化学特論Ⅰ ０６６８００１ 講 義 １ ４年  選 択 

地 震 計 測 学 特 論 ０６６８４００ 講 義 ２   選 択 

火 山 学 特 論 ０６６８６００ 講 義 ２   選 択 

地 殻 活 動 特 論 ０６６８７００ 講 義 ２   選 択 

現 代 測 地 学 ０６６８７１０ 講 義 １ ３年 春１期 選 択 

非 線 形 科 学 ０６６８７２０ 講 義 １   選 択 

太 陽 系 物 理 学 ０６６９３００ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

気 候 科 学 ０６６９４１０ 講 義 ２ ３年 秋学期 選 択 

大 気 化 学 ０６６９５００ 講 義 ２   選 択 

生 態 学 Ⅰ ０６６９５１０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

生 態 学 Ⅱ ０６６９５２０ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

火 山 学 ０６６９６００ 講 義 ２   選 択 

環 境 化 学 ０６６９７２１ 講 義 1 ３年 春１期 選 択 

有 機 地 球 化 学 ０６６９７２２ 講 義 1 ３年 春２期 選 択 

博 物 館 実 習 ３ ０６６９８００ 講義及び実習 １ ３年 通年集中 選 択 
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授 業 科 目 表 

地球惑星科学科 

専   門   基   礎   科   目 

授 業 科 目 講義コード 授業形態 
単 位 数 

（１学期当り） 

開講時期及び必修選択の別 

開講時期 必修・選択 

地球惑星数学及び演習 ０６６０３１０ 講義及び演習 ２ ２年 春学期 必 修 

大 気 水 圏 科 学 基 礎 ０６６２６２０ 講 義 ２ ２年 秋学期 必 修 

地 球 惑 星 化 学Ⅰ ０６６５４１０ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

地球惑星物理学概論 ０６６５５２０ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

地 球 生 物 学 ０６６５６１０ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

岩 石 学 ０６６６０１０ 講 義 ２ ２年 春学期 必 修 

地球惑星物理学実験法及び実験Ⅰ  ０６６６１２０ 講義及び実験 ３ ２年 秋学期 必 修 

地 質 調 査 法 ０６６６２００ 講 義 ２ ２年 秋学期 必 修 

構 造 地 質 学 ０６６８７３０ 講 義 １ ２年 春１期 必 修 

地 球 環 境 学 ０６６８９００ 講 義 ２ ２年 秋学期 必 修 

地球惑星科学の最前線 ０６６５０１０ 講 義 ２ １年 春学期 選 択 

地 球 環 境 セ ミ ナ ー ０６６５１００ 演 習 １   選 択 

テ ク ト ニ ク ス ０６６５２１０ 講 義 １ ２年 春２期 選 択 

地 殻 進 化 学 ０６６５３００ 講 義 ２   選 択 

岩 石 学 実 験 ０６６６０１１ 実 験 ２ ３年 春学期 選 択 

地球惑星物理学実験Ⅱ ０６６６１１１ 実 験 １   選 択 

地球惑星物理学基礎 ０６６６２１０ 講 義 ２ ２年 春学期 選 択 

熱 力 学 基 礎 ０６６６２２０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

地 球 ダ イ ナ ミ ク ス ０６６６２３０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

堆 積 地 質 学 ０６６６３００ 講 義 ２ ２年 春学期 選 択 

同 位 体 地 球 化 学 ０６６６４００ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 

流 体 力 学 ０６６９０１０ 講 義 ２ ３年 春学期 選 択 

地 球 内 部 物 性 論 ０６６９７１０ 講 義 ２ ２年 秋学期 選 択 
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授 業 内 容 一 覧 
地球惑星科学科 

科目名 内    容 担当教員 

単位数 開講時期  

必 

修 

選 

択 

１年 ２年 ３年 ４年 
 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

春 春 秋 秋 春 春 秋 秋 春 春 秋 秋 春 春 秋 秋  
１ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２  

地 球 惑 星 化 学 Ⅰ 元素や同位体の挙動から調べる地球の化学ダイナミクス 三村・日高 ２    ○       

地 球 惑 星 物 理 学 概 論 地球・惑星の起源・構成・進化に関する物理 並木・熊谷

)  
２    ○       

地 球 生 物 学 地球史における生物の進化と地球環境の変遷 藤原・門脇 ２    ○       

構 造 地 質 学 物体の変形から変動帯の形成まで構造地質学の基礎 竹内 １    ○        

岩 石 学 造岩鉱物学と火成岩・変成岩岩石学の基礎 道林 ２    ○       

地球惑星物理学実験法及び実験Ⅰ 地球惑星物理に必要な物理実験 市原ほか ３     ○      

地 質 調 査 法 野外地質調査・地化学調査の手法と解析 地質系教員 

 
２     ○      

地 球 惑 星 数 学 及 び 演 習 地球惑星科学において必要な最小限の数学 城野 ２    ○       

地 球 環 境 学 持続可能な地球と社会のシステムを考える 高野ほか ２     ○      

大 気 水 圏 科 学 基 礎 大気水圏科学において必要となる物理と化学 須藤・中塚 ２     ○      

地 球 環 境 セ ミ ナ ー 野外にて自然と親しみ地球環境について考える   １          

堆 積 地 質 学 堆積学の基礎及び堆積岩の成因 吉田  ２   ○       

同 位 体 地 球 化 学 天然に存在する安定及び放射性同位体の地球化学 淺原  ２    ○      

地球惑星物理学実験Ⅱ 地球を理解するための実験的手法の基礎と応用   １          

流 体 力 学 地球物理学を学習するための基礎的な流体力学 坂井  ２     ○     

岩 石 学 実 験 岩石及び鉱物の解析実習 道林ほか  ２     ○     

地 殻 進 化 学 地殻構成物質の循環と進化   ２          

地 球 内 部 物 性 論 地球物理学を学習するための基礎的な物性論 熊谷  ２    ○      

テ ク ト ニ ク ス プレートテクトニクスと地質構造 竹内  １    ○       

地球惑星物理学基礎 地球惑星物理学の基礎としての力学 橋本  ２   ○       

熱 力 学 基 礎 地球惑星科学を学習するための基礎的熱力学 渡邊（誠）  ２    ○      

地 球 ダ イ ナ ミ ク ス プレートテクトニクスの基礎と応用 道林・寺川  ２    ○      

地 球 惑 星 科 学 の 最 前 線 地球惑星科学の最新の研究成果を学ぶ 伊藤ほか  ２ ○         

フィールドセミナーⅠ(地球科学野外巡検)  地層及び岩石の野外観察及び研究施設の見学 竹内ほか ３    ○ ○     集中講義 

地 質 学 実 験 地質学の基礎実験 纐纈ほか ２    ○ ○      

地 質 調 査 一つの地域を数人が協力して地質調査を行う 地質系教員 ８     ○ ○    集中講義 

地球化学分析法Ⅰ及び実験 岩石の湿式分析の方法と実験 淺原・橋口 ３        ○     

地 球 惑 星 化 学 Ⅱ 太陽系と惑星の化学進化 日高 ２      ○     

地球惑星科学セミナーⅠ 地球惑星科学の英語論文読解とプレゼン技術の習得 各 教 員 ６       ○    

地球惑星科学特別研究 各指導教員の下で実施する卒業研究 各 教 員 20        ○ ○ 集中講義 

環 境 化 学 元素や同位体の挙動から見た地圏の自然環境と人為環境 南  １     ○      

有 機 地 球 化 学 自然界における有機物の基本的な挙動を理解する 三村  １      ○     

リモートセンシング リモートセンシングの基礎 石坂・髙橋  ２     ○     

地 球 生 物 学 実 験 地層及び化石の観察・分析の実習とDNA実験の基礎 林ほか  １     ○     

気 象 学 大気のさまざまな現象を物理学を基礎に理解する 篠田(太)  ２      ○    

大気水圏フィールドセミナーⅠ 大気と水圏の野外観測実習 松井ほか  ２     ○ ○   集中講義 

大気水圏フィールドセミナーⅡ 
観測船に乗船して伊勢湾および周辺海域で海洋観測

実習を行う 
中川・角皆  ２     ○ ○   集中講義 

フ ィ ー ル ド セ ミ ナ ー Ⅱ 地球が作り出した地質や地質現象の野外観察 地質系教員  ２     ○ ○   集中講義 

岩 石 化 学 岩石の化学組成と成因との関係   ２          

地 質 学 特 論 日本周辺の地質構造発達史および環境変遷 竹内ほか  ２      ○    
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授 業 内 容 一 覧 
地球惑星科学科 

科目名 内    容 担当教員 

単位数 開講時期  

必 

修 

選 

択 

１年 ２年 ３年 ４年 
 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

春 春 秋 秋 春 春 秋 秋 春 春 秋 秋 春 春 秋 秋  
１ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２  

太 陽 系 物 理 学 太陽系の形成過程を観測･理論･実験の成果から解説 渡邊(誠)  ２      ○    

 太 陽 地 球 系 科 学 太陽から地球大気までの太陽地球環境の概説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野澤ほか  ２      ○    

大 気 水 圏 科 学 大気と水圏の諸現象の概説   ２          

気 候 科 学 気候変動と物質・大気組成変動に関する概論 植村・松井  ２      ○    

海 洋 科 学 循環海洋における水と物質の循環 角皆  ２     ○     

数値解析法及び演習 プログラム言語FORTRANの実習 城野  ２      ○    

地球化学分析法Ⅱ及び実験 水やガスの分析，主成分元素と同位体の機器分析 三村ほか  ２      ○    

地 球 惑 星 観 測 論 地球惑星科学における様々な観測の原理および手段 田所  ２      ○    

地 球 計 測 学 演 習 地球の計測と解析の原理と応用 渡辺(俊)  １      ○    

地球惑星物理学演習Ⅰ 地球惑星物理学とその基礎に関する総合的資料および文献輪講 橋本・城野  １       ○   

地 震 学 地震と地球ダイナミクス 熊谷  ２      ○    

生 物 圏 進 化 学 Ⅰ 生物圏進化を理解するための古生物学・進化学の基礎 高橋・林  ２      ○    

宇 宙 化 学 元素の生成から現在に至る宇宙の化学進化と変遷 平原  ２      ○    

生 態 学 Ⅰ 生態系や植物の生態と進化 平野・西田  ２    ○      

生 態 学 Ⅱ 個体群や動物の生活史と行動の進化 依田・杉谷  ２     ○     

現 代 測 地 学 測地学の基礎と応用 伊藤  １     ○      

非 線 形 科 学 カオス・フラクタルなどの非線形科学の基礎   １           

地 殻 活 動 特 論 地球のダイナミクスに関する概論   ２          

博 物 館 実 習 ３ 博物館における地学標本の取扱法と，その展示・保存意義  吉田・束田  １     ○ ○   集中講義 

＊内容，担当教員については変更する場合があります。変更箇所，開講時期については，各期ごとに別途お知らせします。 
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